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は じ め に

森林総合研究所四国支所が平成 年度に行った業務の概要を報告します。本年度は，国立研究機関

の独立行政法人化のために，多くの労力を費やすこととなり，本来の業務にも影響があったのでない

かと思われます。とはいえ，国立研究機関の役割，森林・林業研究に求められていることは何か，研

究の成果がどのように還元されているか，等々，本質的なことがらを見直す契機となりました。

研究体制は つの研究室から つの研究グループに統合，別に 人のチーム長が配置されました。

グループ，チーム間の調整を行い，支所長を補佐する役割の研究調整官が新設され，プロジェクト研

究等への柔軟な対応が可能となりました。研究課題の組み立て方も変わりました。本号は新体制のも

とで作成されましたので，編集方針も新たなものとしています。

年報は支所の 年間の業務を要約して報告するものとし，主要な成果は既発表論文の抄録のみとし

ました。論文としての研究成果は専門の学会誌，森林総合研究所の研究報告等で発表されています。

速報とすべき内容については，森林総合研究所成果選集，四国支所情報などで，解りやすく解説する

よう努めます。

支所主催で開催する研究発表会が 年に一度行われ，平成 年度は 題の発表を行いました。また，

初めての一般公開を 月に行いました。受け入れ態勢が充分でないこともあり，近隣の方々へのお知

らせにとどまっています。今後は，一般向けの広報活動に力を注ぐ予定です。

国の付属機関（農林水産省組織令第 号）から，独立行政法人（独立行政法人森林総合研究所法，

平成 年法律第 号）へと組織の運用体制は大きく変化しましたが，職員の身分は国家公務員（独

立行政法人通則法第 条 項適用）であり，国民全体の奉仕者であることに変わりありません。研究

の方向，成果の還元，業務の効率的運営について意見を求め，改善に努める義務があります。本年報

で私どもの業務のすべてを理解していただくことは難しいと存じますが，あらゆることがらについて

ご意見を賜りますようお願いいたします。

平成 年 月 日

支所長 垰田 宏
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研究資料 「平成 年に四国地域で発生した森林病虫獣害」

研究業績一覧

平成 年度研究発表会要旨

森はチッソを捕らえてはなさない

人工衛星 で山の樹木の位置を測る

人工林経営の損得勘定

秋の実りでブナ林の個性を判断

人工林の足下でうずくまる種子達

木くずのゆくえ

キバチはどこまで飛ぶか

虫を目安に森の血液検査

人事異動と組織・職員配置図

平成 年度以降の実施研究課題

資 料

決算

諸会議・行事，研究協力等

依頼出張，受託調査等

受託研修，研修

国際関係（海外研修員受入れ，海外派遣，国際研究集会参加）

構内利用実績（団体見学等），マスメディアによる取材，報道

刊行物，図書

気象観測値

固定試験地一覧表

沿革，施設

構内図

案内図

平成 年度森林総合研究所四国支所年報



平 成 年 度 の 研 究 課 題

研究問題 豪雨・急傾斜地域の森林管理技術の高度化
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研 究 課 題
大課題 中課題 小 課 題

担 当
研究室

課題担当者 研究年度 予算区分 備 考

．環境保全的森林管理技術の向上
）急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

窒素無機化特性が森林の一次生産に及
ぼす影響の評価

枯死木や根株の腐朽分解による 放
出量の評価

森林流域からの水質負荷の実態解明

森林化した耕作放棄地の公益的機能の
変動評価

）環境資源としての森林の保全技術の向上

天然林主要構成樹種の種子生産 実生
定着過程の解明

雑草木の種子散布特性と人工林への侵
入過程

清流環境保全のための保育管理手法の
開発

長期複層林の上木伐採に対する下木の
成長反応

林地保全研

林地保全研

北海道・
土壌研

林地保全研

林地保全研

造林研

造林研

造林研

保護研

造林研

関西・造
林研

造林研

（鳥居 厚志）
（鳥居 厚志）

稲垣 善之
鳥居 厚志
篠宮 佳樹
山田 毅

鳥居 厚志
稲垣 善之
篠宮 佳樹
山田 毅
田中 永晴
酒井 佳美
石塚 成宏
松浦陽次郎

鳥居 厚志
山田 毅
篠宮 佳樹
稲垣 善之

鳥居 厚志
篠宮 佳樹
稲垣 善之
山田 毅
田淵 一
酒井 武
倉本 惠生
酒井 敦

（田淵 一）

倉本 惠生
酒井 武
酒井 敦
大黒 正
田淵 一

酒井 敦
田淵 一
酒井 武
倉本 惠生
大黒 正
佐藤 重穂

田淵 一
酒井 武
倉本 惠生
大黒 正
酒井 敦
竹内 郁雄

酒井 武
酒井 敦
倉本 惠生
大黒 正
田淵 一

経常

環境研究

公害防止

総合研究

経常

経常

公害防止

指定

収支

四万十川

四国傾斜地

四万十川

複層林成長
反応



平成 年度森林総合研究所四国支所年報

研 究 課 題
大課題 中課題 小 課 題

担 当
研究室

課題担当者 研究年度 予算区分 備 考

．高度に人工林化した地域における林業経営技術の向上
）中山間地域における林業経営技術の改善

魚梁瀬天然木の調査管理システムの開
発

四国地域における収穫試験地資料を用
いた長伐期林の暫定収穫予測

森林生態系を重視した公共事業の導入
手法調査

森林組合の事業展開分析と合理的森林
管理受託方策の検討

森林資源情報の効率的管理システムの
検討

流域森林資源の空間分布解析・評価と
環境保全機能の変動評価

四万十川モデルフォレストにおける事
例研究

）中山間地域における森林生物の管理技術の高
度化

スギ・ヒノキ穿孔性害虫の個体群変動
要因の検討

経営研

経営研

経営研

造林研

林地保全研

保護研

経営研

経営研

経営研

造林研

林地保全研

経営研
造林研
林地保全研
保護研
林業経営・
解析研
林業経営・
環境管理研

保護研

（前藤 薫）
（松村 直人）

小谷 英司
松村 直人

松村 直人
小谷 英司
都築 伸行

松村 直人
小谷 英司
都築 伸行
田淵 一
酒井 武
倉本 惠生
酒井 敦
鳥居 厚志
篠宮 佳樹
稲垣 善之
山田 毅
前藤 薫
田端 雅進
佐藤 重穂
吉村真由美

都築 伸行
松村 直人

松村 直人
小谷 英司
都築 伸行

松村 直人
小谷 英司
都築 伸行
田淵 一
酒井 武
倉本 惠生
酒井 敦
鳥居 厚志
篠宮 佳樹
稲垣 善之
山田 毅

松村 直人
田淵 一
鳥居 厚志
前藤 薫
家原 敏郎

斉藤 和彦

（前藤 薫）

佐藤 重穂
前藤 薫

経常

指定

治山事業

経常

経常

公害防止

指定

経常

収穫試験地
（四国）

導入手法

四万十川

モデルフォ
レスト四国



平成 年度森林総合研究所四国支所年報

研 究 課 題
大課題 中課題 小 課 題

担 当
研究室

課題担当者 研究年度 予算区分 備 考

病虫獣害発生情報の収集と解析

キバチ科・クビナガキバチ科昆虫と共
生する菌類の分類と分布に関する調査

水生節足動物相を指標とした流域環境
の評価

ヒノキ材質腐朽病害の感染経路と伝染
様式の解明

原生的森林に強く依存する節足動物の
ニッチと群集構造の解明

保護研

保護研

保護研

保護研

林地保全研

森林生物・
腐朽研

保護研

森林生物・
昆虫管理研
木曽試験地

前藤 薫
田端 雅進
佐藤 重穂

田端 雅進
前藤 薫
佐藤 重穂

前藤 薫
吉村真由美
佐藤 重穂

田端 雅進
前藤 薫
鳥居 厚志
稲垣 善之
阿部 恭久

前藤 薫
佐藤 重穂
大河内 勇
井上 大成
伊藤 雅道

元 経常

経常

公害防止

指定

重点基礎

四万十川

ヒノキ腐朽
病害

節足動物
ニッチ

略 称 研 究 課 題 名 期 間 担 当 研 究 室

複層林成長反応 長期複層林の上木伐採に対する下木の成長反応 造林研
収穫試験地 四国地域における収穫試験地資料を用いた長伐期林

の暫定収穫予測
経営研

モデルフォレスト四国 四万十川モデルフォレストにおける事例研究 林地保全研，造林研，経営研，保護研
ヒノキ腐朽病害 ヒノキ材質腐朽病害の感染経路と伝染様式の解明 林地保全研，保護研

平成 年度の特掲課題

森林総研…指定研究

森林総研…特定研究

影響モニタリング 酸性雨等の森林・渓流への影響モニタリング 林地保全研，造林研，経営研

農林水産技術会議…環境研究

収支 森林，海洋等における 収支特性の解明 林地保全研，造林研
貿易と環境 農林水産業及び農林水産物貿易と資源・環境に関す

る総合研究
林地保全研

農林水産技術会議…総合研究

四国傾斜地 四国傾斜地に対応した野菜・花き等の集約的生産技
術の確立

林地保全研，造林研

環境庁…国立機関公害防止等試験研究

四万十川 四万十川における環境保全型農林水産業による清流
の保全に関する研究

林地保全研，造林研，経営研，保護研

科学技術庁…科学技術振興調整費（重点基礎）

微量成分流出機構 森林流域に於ける微量成分の流出機構に関する研究 林地保全研
節足動物ニッチ 原生的森林に強く依存する節足動物のニッチと群集

構造の解明
保護研

林野庁…治山事業

導入手法 森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査 林地保全研，造林研，経営研，保護研



研究の実施概要

研究の実施状況：四国は豪雨頻度が高く急傾斜地が多い上に人工林率が非常に高い地域である。本年度は，高知

県梼原町の森林林組合による森林認証の取得，森林回廊の整備に対する市民運動の高まり，高知県による水源税

導入の検討開始等，四国地域の森林・林業を取り巻く環境は大きく変化しつつある。そのため，こうした自然的

及び社会的条件に適合した持続可能な森林管理技術の開発が求められている。本年度は，研究問題「豪雨・急傾

斜地域の森林管理技術の高度化」において， の小課題を実施した。特掲課題では，特定研究「酸性雨等の森林・

渓流への影響モニタリング」，環境研究「農林水産業及び農林水産物貿易と資源・環境に関する総合研究」，環境研

究「森林，海洋等における 収支特性の解明」，総合研究「四国傾斜地に対応した野菜・花き等の集約的生産技

術の確立」，公害防止研究「四万十川における環境保全型農林水産業による清流の保全に関する研究」等に参画し

て研究を推進した。研究成果は，論文等 件，学会等の口頭発表 件，その他５件である。

今後の対応：本年度で 小課題を完了，８小課題を中止とし，残された問題点や新たに提起された事項は，平成

年４月の独立行政法人化に伴って策定される新規中期計画において取り組む。

大課題：環境保全的森林管理技術の向上 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

森林が流域環境の形成・保全に果たしている機能を評価し，環境保全的な森林管理技術を向上させるという社

会の要求が高まっている。たとえば，森林が水を貯留し，洪水を防止する水源かん養機能については，夏季の渇

水問題や水源税の導入構想も絡んで，農山村から都市域まで広く関心を呼んでいる。森林の各種機能を客観的・

定量的に評価する必要性は，今後一段と高まってくるものとみられる。そのような状況のなか，２つの中課題を

設定し，地域から地球規模に至る環境保全を視野に入れて８つの小課題を実施した。

中課題「急傾斜地における立地環境の保全技術の開発」においては，森林土壌がもつ諸機能に関する以下の内

容の４課題を実施した。

・森林の生産機能に関わる窒素無機化速度・窒素の形態の評価

・地球温暖化・炭素の循環に関わる枯死木や根株からの 放出量の評価

・森林の水質形成機能に関連して，森林から渓流への水質負荷の実態解明

・中山間における土地利用変化に関連して，耕作放棄地の公益的機能の変動評価

中課題「環境資源としての森林の保全技術の向上」においては，植物生態系の動態に関する以下の内容の４課

題を実施した。

・天然林の機能評価や推移予測の一環として，主要樹種の種子生産の解明

・土壌保全の観点から，雑草木の種子散布特性と人工林への侵入過程の解明

・清流環境保全の観点から，土壌保全に有効な人工林の保育管理手法の開発

・長伐期複層林施業技術の高度化のため，上木伐採による下木の成長反応の解明
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中課題：急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

小課題：窒素無機化特性が森林の一次生産に及ぼす影響の評価（稲垣善之，鳥居厚志，篠宮佳樹，山田 毅）

枯死木や根株の腐朽分解による 放出量の評価（鳥居厚志，稲垣善之，篠宮佳樹，山田 毅，田中

永晴（北海道支所），酒井佳美（北海道支所），石塚成宏（北海道支所），松浦陽次郎（北海道支所））

森林化した耕作放棄地の公益的機能の変動評価（鳥居厚志，篠宮佳樹，山田 毅，稲垣善之，田淵

一，酒井 武，倉本惠生，酒井 敦）

目的 森林は，木材生産の場だけでなく，水源かん養や炭素の貯留など様々な環境保全の役割を担っている。

近年では，森林の環境保全機能に対する社会の認識が高まり，これらの機能を客観的・定量的に評価する必要性

が一段と高まっている。この中課題では，森林の一次生産に関わる窒素の評価，炭素循環に関わる の放出・

吸収の評価，森林から流出する渓流水中の汚濁負荷量の実態解明，山村の土地利用変化に伴う公益的機能の変動

評価について研究を行った。これらの成果をもとに，環境保全・地力維持を目的とした立地区分法の開発を目指

している。実施した４課題は全て，新組織への移行措置として平成 年度で中止し，未了の内容は新規実行課題

のなかに位置づけ，引き続き研究を推進する。

成果 「窒素無機化特性が森林の一次生産に及ぼす影響の評価」では，森林土壌の窒素無機化速度の樹種によ

る差異，一次生産速度との対応を調べるために，高知県下のアカマツ林，ヒノキ林，スギ林，落葉広葉樹林で土

壌・林分調査を行った。その結果，土壌の窒素無機化速度は樹種によって異なり，落葉広葉樹林＞スギ林＞アカ

マツ林≒ヒノキ林の順であったが，一次生産速度との間には正の相関関係は認められなかった。また，ヒノキ林

の表層土壌と堆積有機物の培養実験を行い，抽出される窒素の形態変化を調べた。その結果，窒素の形態変化は

微生物関与のもと，炭素資源量などにも影響され，植物にとって利用可能な窒素量の評価には，有機態窒素の評

価が重要であることを明らかにした。

「枯死木や根株の腐朽分解による 放出量の評価」では，森林内の枯死材や放置された間伐材，切り株など

の分解－ の放出速度を解明するために，全国６地域（北海道，岩手，茨城，京都，高知，沖縄）でのスギ・

ヒノキ材の分解試験と，高知県下のスギ・ヒノキ間伐林での切り株・倒木の分解速度評価を行った。前者では，

初期の分解速度は樹種によって律速要因が異なり，ヒノキは温度要因が強く，スギではそれ以外の要因が強いこ

とを明らかにした。後者では，材の ％消失時間は，切り株ではスギとヒノキで各々 ， 年，倒木では ，８年

であった。

「森林流域からの水質負荷の実態解明」については，「四万十川」プロジェクトの項を参照されたい。

「森林化した耕作放棄地の公益的機能の変動評価」では，中山間地域において，耕作放棄地が森林化された場

合の土壌の変化や公益的機能の変動を解明するため，高知県土佐町を対象に，およそ 年間の耕作放棄地の分布

変化や，放棄後の土地利用状況を調査した。その結果，調査対象域内の放棄地の面積は，現在の耕作地のおよそ

％に達し，スギ・ヒノキが植栽されていることが多かったが，近年の放棄地では，完全に放置されて荒れ地化し

ている箇所がみられた。
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中課題：環境資源としての森林の保全技術の向上

小課題：天然林主要構成樹種の種子生産－実生定着過程の解明（倉本惠生，酒井 武，酒井 敦，大黒 正，

田淵 一）

雑草木の種子散布特性と人工林への侵入過程（酒井 敦，田淵 一，酒井 武，倉本惠生，大黒 正，

佐藤重穂）

目的 急峻な地形と豪雨の頻発する気候下，森林は高い環境保全機能の発揮を求められるとともに，その基盤

である林業経営を維持させるため，省力化を念頭においた林分管理技術の開発が急がれている。近年，複層林化

が広がりつつあるが，その健全な姿での定着と複層林施業が応用可能な条件解明がなされなければならない。そ

のため，上木密度管理のもたらす諸効果に関する施業技術を開発する。また，水質等を含めた環境保全機能の発

揮に向けて，天然生林の有する多面的機能の発揮を目標とした源流域森林の管理手法を開発する。

このため，小課題として四国地域の天然林主要構成種であるブナ科樹種の種子生産過程解明を行い，天然林の

機能評価や推移予測手法の開発，ならびに広葉樹造林のための豊凶予測など種子確保のための基礎データを蓄積

した。また，人工林化が進んだ四国地域において，収穫・再造林時に植栽木と競合関係にあり，同時に表層土壌

の安定に不可欠な要素である雑草木の動態を調べ，人工林管理手法の深化を図った。複層林管理手法に関して

は，上木収穫がもたらす環境変化が個体レベルで下木の成長促進にどのように結びつくかを解析した。

なお，残された問題点については，平成 年度に開始する実行課題「急峻山岳林における立地環境特性の解析

と複層林への誘導のための森林生態系変動予測技術の高度化」において，研究を実施する。

成果 これまで未解明であった２年結実性常緑樹種であるアカガシの種子生産過程について，年変動の大きさ，

開花から約２ヶ月間と翌年の新梢伸張期の５，６月に途中落下が多いこと，１年目の途中落下は１年結実性樹種

と比べて少ないが，翌年の落下も含めると結実までの年数によらず減少程度はほぼ同じであることを明らかにし

た。ブナ林では面積が広くブナの優占度が高い林分ほど健全種子率が高く，結実における林分面積の重要性を明

らかにした。さらに，四国に分布するブナ科 樹種の開葉と開花フェノロジーを明らかにし，落葉・落枝量から

繁殖量等を評価するための適正トラップ配置を示した。

雑草木動態に関しては，従来情報の乏しかった人工林における埋土種子相，林冠除去後の雑草木個体群動態，

ならびに種子散布者としての鳥類の関与を明らかにした。林冠除去による温度環境変動の程度が雑草木植生決定

上重要な意味を持つことを明らかにした。なお，鳥類による種子の散布距離や埋土種子最終発芽率の確定につい

ては，さらに詳細なデータ収集の必要性がある。

「清流環境保全のための保育管理手法の開発」については，「四万十川」プロジェクトの項を，また，「長期複層

林の上木伐採に対する下木の成長反応」については該当の特掲課題の項を参照されたい。
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大課題：高度に人工林化した地域における林業経営技術の向上 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

四国地域は豊かな森林資源に恵まれ，高い森林率と針葉樹人工林率を誇る。しかし，過疎化が進む中山間地で

は森林経営の担い手が減少しており，効率的な森林管理を行うためには，森林資源情報のデータベース化とモデ

ル化，高度な情報技術の導入，団地化の促進，森林認証の取得による製品の差別化，高品質材の生産方法の確立

などが急務である。また，中山間地域の森林資源を持続的に維持・活用していくには，森林整備に対する国民の

理解を深めて，社会的コストの負担を含めた市民参加を呼びかける必要がある。そのためには，生物多様性を含

めた地域森林の実態と役割を把握し，一般市民に対して関連情報を正確に，分かり易く伝える手法を開発するこ

とが重要である。こうした状況のなか，２つの中課題を設定し， の小課題を実施した。

中課題「中山間地域における林業経営技術の改善」では，効率的かつ持続可能な森林経営・管理のため，以下

のような内容の７課題を実施した。

・新方式 と地図情報を 上で統合した，簡易かつ正確な単木管理システムの開発

・森林組合による森林管理受託と森林施業の団地化・集団化の進め方に関する研究

・四国地域における収穫試験地データの収集と解析

・森林資源情報のデータベース化と運用方法の検討

・四万十川流域における森林資源と環境保全機能の変動の評価

・国内外におけるモデルフォレスト事業の概念と活動の事例研究

・生態系を重視した公共事業の導入手法に関する調査

中課題「中山間地域における森林生物の管理技術の高度化」では，高品質材の生産と地域森林の生物多様性保

全のため，以下のような内容の６課題を実施した。

・スギ・ヒノキに材変色被害を与えるニホンキバチとヒノキカワモグリガの個体群動態の解明

・キバチ類が運搬する材変色菌による，材の腐朽力と強度に与える影響の評価

・ヒノキ人工林の材質腐朽病害の病原菌と感染経路，伝染様式の解明

・四国地域における森林病虫獣害の発生動向の分析

・水生節足動物相を指標とした四万十川流域環境の評価

・縮小・断片化した原生的森林に依存する節足動物群の生態的特性を分析する手法の評価
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中課題：中山間地域における林業経営技術の改善

小課題：魚梁瀬天然木の調査管理システムの開発（小谷英司，松村直人）

森林組合の事業展開分析と合理的森林管理受託方策の検討（都築伸行，松村直人）

森林資源情報の効率的管理システムの検討（松村直人，小谷英司，都築伸行）

目的 四国における森林の特徴として，多くが急傾斜地に分布し高度に人工林化されているということが挙げ

られる。この急峻であるという地形条件が，森林の現況の把握と森林の管理を難しくする要因となっている一方

で，高度に人工林化されているために人手を入れる必要が生じている。このような地域においては，現在の森林・

林業を取り巻く状況から，いかに効率的に森林を管理するかということが重要な課題である。

本課題では，森林資源を効率よく把握するため，経済的価値の高い高齢大径木を対象としてオルソフォト， ，

を用いた単木単位の調査・管理手法の開発を行った。さらに，これまで継続測定されてきた成長資料，樹幹

解析資料などのデータベース化を進め，運用する技術を開発することにより，林業関係機関や森林計画の担当者

に適切な森林管理の基礎情報を提供できるシステムの検討を行った。最後に，木材価格の低迷が続き林業経営意

欲が全般的に減退する環境下，森林を実際に管理する所有者の管理実態や今後の意向等を把握し，森林組合の事

業展開を分析することにより，合理的な森林管理受託方策についての検討を行った。

成果 「魚梁瀬天然木の調査管理システムの開発」では，単木単位での管理手法の開発においては，四国森林管

理局魚梁瀬事業所管内を対象として，１）オルソフォトと空中写真による調査手法，２）山岳域での による

立木調査手法，３） を用いた調査管理システムについての検討を行った。この結果，１）空中写真による単

木の判読は，立木レベルの調査法としては不十分な点もあるが，立木の有無の目安になること，２）単木単位の

調査管理を目的とした 測量は，林内での精度については十分に条件を満たしていることを明らかにした。

この結果をもとに， ，オルソフォト，森林関連の資料を を用いて統合したシステムの構築を行った。こ

れにより，一層細かな調査管理を正確かつ効率的に行うシステムを構築することが可能となった。

「森林資源情報の効率的管理システムの検討」では，これまで継続的に計測を行ってきた膨大な量の林分や単

木の調査資料をデータベース化し，従来より細かな森林管理の基礎資料を生成するシステムを開発した。乾燥し

た瀬戸内側や湿潤な太平洋側など，地域によってスギ・ヒノキ林分の成長や樹幹形は異なる。このシステムの運

用例として，林齢－樹高曲線，幹の細り表などを地域毎に生成する手法を開発した。また，採材を目的とした樹

幹形の成長予測のため，林齢を与えれば任意の高さの直径を推定する手法を開発した。今後，さらに運用事例を

検討し，森林管理計画の担当者への提供手法を検討する必要がある。

「森林組合の事業展開分析と合理的森林管理受託方策の検討」では，森林組合への森林の受託管理を想定した

モデル事業を実施している徳島県山城町森林組合の組合員に対するアンケート調査を行い，その結果と森林組合

の事業展開を踏まえながら合理的森林管理受託方策について検討した。所有者が森林組合に管理委託する際の条

件として，小規模層では低料金で境界管理や山の見回りなど採算の取りにくい作業を請け負う必要があり，大規

模層では直接雇用労働力に代わり得る作業効率が必要となる。森林組合がその条件を実現可能とするための対策

の一つとして，小規模分散的な森林の団地化を行い効率的な作業を行うことが必要と考えられるが，今回のアン

ケート結果から団地化に関して所有者の認識が不足していることを明らかにした。

「流域森林資源の空間分布解析・評価と環境保全機能の変動評価」については「四万十川」プロジェクトの項

を，また，「四国地域における収穫試験地資料を用いた長伐期林の暫定収穫予測」，「森林生態系を重視した公共事

業の導入手法調査」および「四万十川モデルフォレストにおける事例研究」については該当する特掲課題の項を

参照されたい。
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中課題：中山間地域における森林生物の管理技術の高度化

小課題：スギ・ヒノキ穿孔性害虫の個体群変動要因の検討（佐藤重穂，前藤 薫）

病虫獣害発生情報の収集と解析（前藤 薫，田端雅進，佐藤重穂）

キバチ科・クビナガキバチ科昆虫と共生する菌類の分類と分布に関する調査（田端雅進，前藤 薫，

佐藤重穂）

ヒノキ材質腐朽病害の感染経路と伝染様式の解明（田端雅進，前藤 薫，鳥居厚志，稲垣善之）

目的 針葉樹人工林率が高い四国地域では，スギ・ヒノキの材変色・腐朽など，材価を低下させる材質劣化被害

の防除が重要である。高品質材を安定的に生産するには，こうした被害が生じるメカニズムを解明し，被害軽減

の方法を確立しなければならない。また，四国の中山間地域では林業活動による天然林の縮小と断片化が進んで

おり，この地域本来の生物相やその生態的機能が劣化している恐れがある。地域の生物多様性に配慮した持続可

能な森林管理を行うには，生物多様性の保全にはたす天然林，二次林および人工林の機能と役割分担を明確にし

たうえで，適切な林分配置と修復施業法を提案する必要がある。

本課題では，１）材質を劣化させる病虫害のうち，四国地域でとくに重要なキバチ類とヒノキカワモグリガお

よびヒノキの材質腐朽病害について被害発生機構を解明すること，２）森林植生の改変が生物多様性に与える影

響を明らかにすることを目的として，平成 年度は６つの小課題を実施し，このうち５課題を完了した。なお，

小課題「水生節足動物相を指標とした流域環境の評価」は，新組織への移行措置として中止し，課題の内容は新

規実行課題の中に位置づけ，引き続き研究を推進する。

成果 「スギ・ヒノキ穿孔性害虫の個体群変動要因の検討」では，スギ・ヒノキ立木に材変色被害を与えるニホ

ンキバチについて，成虫の飛翔距離を明らかにした。材変色菌を運ぶ雌成虫は脱出地点から 程度飛翔する

ので，高品質材生産を目指すには，対象林分とあわせて周辺の林分についても成虫脱出数を抑制する間伐時期調

整を行うなど，団地単位で被害軽減策を講じる必要がある。スギ・ヒノキ立木に材変色被害を与えるもう１種の

害虫であるヒノキカワモグリガについて，四国地域で被害発生率の高い要注意地帯を明らかにするとともに，要

注意地帯で効率的な発生予測を行うために成虫発生期モデルを作成した。

「病虫獣害発生情報の収集と解析」では，四国地域における森林病虫獣害の発生動向について，平成元年以降

の被害発生情報をもとに検討した。その結果，１）突発大発生型の森林被害は比較的少ないが，近年ウバメガシ

海岸林に食葉性ガ類の発生が頻発している，２）スギ・ヒノキ人工林では材変色被害が広く認められ，一部では

腐朽被害も深刻である，３）大型獣類による造林木被害が増加しているなどの傾向を認めた。

「キバチ科・クビナガキバチ科昆虫と共生する菌類の分類と分布に関する調査」では，ニホンキバチが運搬す

る材変色菌（キバチ共生菌）の材の腐朽や強度に与える影響を調査した。その結果，材変色菌に腐朽力は認めら

れず，変色部分の引張り強さと圧縮強さも菌接種後少なくとも３年目までは低下しないことが明らかになった。

ニホンキバチと同様に材変色被害を引き起こすヒゲジロキバチからもニホンキバチと同種の材変色菌を分離し，

材変色性を認めた。

「ヒノキ材質腐朽病害の感染経路と伝染様式の解明」では，ヒノキ人工林に発生した材質腐朽病害の病原菌を

特定した。また，被害発生地の土壌は通気性が悪く，根腐れが起こりやすい環境であることを明らかにした。

「水生節足動物相を指標とした流域環境の評価」については「四万十川」プロジェクトの項を，「原生的森林に

強く依存する節足動物のニッチと群集構造の解明」については該当する特掲課題の項を参照されたい。
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特掲課題

「長期複層林の上木伐採に対する複層林下木の成長反応」

酒井 武，倉本惠生，酒井 敦，田淵 一

研究期間：平成 年度

経 費：森林総合研究所 指定研究

目的 複層林施業においては，上木を適切に管理し下木に対する光条件を維持することが重要であるが，上木

による被圧下での下木の成長が長期間に及ぶため，継続した調査データの蓄積は充分ではない。四国支所造林研

究室では， 年に複層林を造成した試験地において継続して調査を行っている。この試験地で 年に上木の

択伐が行われた。本課題では，この機会に上木伐採による光環境の変化と下層木の成長の関係を明らかにし，上

木の高齢化，長伐期化することが予想される複層林施業の指針を得ることを研究の目的とした。

成果 試験地が設定されているのは愛媛県久万地方の民有林で，最初に複層林化されてから現在まで，連続し

て植栽が行われており，多層林となっている。この施業地（面積 ）内に固定試験地（ × ）を設定し

継続して調査を行ってきた。現在は，主として上層（ ～ 年植栽：樹高 ～ ），中層（ 年植栽：樹

高 ～ ），下層（ 年以降，主として択伐時（ 年， 年， 年， 年）に植栽：樹高 ～ 程度）

の３層に分かれる。 年現在の上層，中層，下層のおおよその密度はそれぞれ， あたり 本， 本， 本

であった。今回の伐採では，施業地全体の上層木 本のうち 本が伐採され本数択伐率は ％であった（

年択伐： ％； 年： ％）。

伐採後の光環境を明らかにするため，伐採跡付近，残存木付近，中間地点で中層木の上，下層木の上，林床で

積算日射フィルムを設置して積算日射量を測定した。伐採木～残存木付近の中層木の上，下層木の上での相対積

算日射量はそれぞれ約 ～ ％， ～８％と大きな差が生じていた。

調査地設定以来これまで５年毎に継続して毎木調査が行われてきた中層木の個体と 年から個体識別をして

測定を始めた下層木の択伐前後の成長から，択伐によって中下層木の成長がどのように変化したかを明らかにし

た。択伐前３年と択伐後２年の成長量を比較すると，中層木は伐採後の成長が良くなっている個体が多かった。

成長量にはかなりの幅があったが，伐採木との位置関係とは無関係であった。下層木の直径成長量は択伐の後に

好転している個体は少なく，むしろ成長量は落ちている個体が多かった。現在，下層木の置かれている光環境は

上層木，中層木との位置関係や下層木間の競合などで悪化してきたと考えられる。今後は，下層木の成長を考慮

し，特に中層木と下木の空間配置を適正に計画していく必要がある。中層木の５年間の平均直径成長量は

，下層木の５年間の平均直径成長量は であった。この値は２段林下木の優良材生産の目標である年

輪幅２－３ に合致していた。繰り返し上層木の択伐を行うことにより，中・下木にとっての光環境の維持が図

られてきた結果，これまで中・下層木の適度な成長が維持されてきたと考えられた。下木の被圧期間が長期と

なってくる複層林施業においては，繰り返し択伐を行うことにより光環境を維持することが必要との指針が得ら

れた。
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「四国地域における収穫試験地資料を用いた長伐期林の暫定収穫予測」

松村直人，小谷英司，都築伸行

研究期間：平成８～ 年

経 費：森林総合研究所 指定研究

目的 スギ，ヒノキ長伐期施業の経営モデルの基礎資料提供を目的として，四国森林管理局管内の収穫試験地

において，林分成長に関する測定資料の収集を定期的に行っている。本年度は，愛媛森林管理署管内西ノ川山ヒ

ノキ人工林収穫試験地と安芸森林管理署管内千本山択伐試験地の定期調査を行った。

成果 西ノ川山試験地では 調査区を設定し， 本植と 本植と植栽密度の違いによる成長経過を検討し

ており，第５回目の調査を行った。 本区と 本区では，樹高成長に大きな差は無いが，平均直径 ，

と明らかに 本区の方が大きく，材積でもこの直径の違いを反映して， ， と 本区の方が

大きかった。植栽本数の違いにも関わらず，林齢 年以降で立木本数は 本程度に収束する傾向であった。

千本山試験地では，上木を対象として第 回目の調査を行った。結果を表－１に示す。樹高測定手法をブルー

メライスによる代表木測定からレーザー測高器による全立木測定に変更したため，多くの個体で樹高が下がり，

材積は前回よりも低く推定された。しかし，超高齢林分ながら胸高直径については依然として成長が持続してお

り，直径階毎に進階が見られた。

表－１．千本山試験地の林分構造

樹種 直径階
（ ）

本数
（ ） （ ） （ ）

π
（ ） （ ）

スギ

小計と平均小計と平均

ヒノキ

小計と平均小計と平均

合計合計
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「四万十川モデルフォレストにおける事例研究」

松村直人，他 四国支所各研究室長

研究期間：平成 ～ 年

経 費：森林総合研究所 指定研究

目的 本研究では，カナダのモデルフォレスト事業の概念や活動を整理し，また公共事業の導入手法を考慮し

て，高知県が実施している「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」の事例が目指すべき目標とより明

確な調査指針の検討を目的とした。

成果 カナダにおけるモデルフォレスト事業では，それぞれ水辺の生態系保全，野生生物，住民参加，先住民問

題など特徴を持った活動を行っていた。次いで，日本のこれまでの調査の過程を整理し，森林資源分野，森林環

境分野，森林生物分野，総合調整の４つについて，達成点や方向性をまとめた全期間の活動計画を提示した（表

―１）。 の共通データ形式を設計し，森林資源モニタリング調査などとも連携しつつ，四万十事業の調査資

料を でまとめる方向性を示した。 を基盤として，専門家の知識と現地調査を統合したアウトプットイ

メージを提示した。

表－１．全期間の活動計画

全体計画 前期（１－４） 中期（５－８） 後期（９－ ）

森林資源分野 計画区全体，重点調査市町

村，団地について，森林タ

イプ別面積，齢級別面積調

査，現存量，材積調査など

地域版基準，指標の絞り込

み，前回調査区の繰り返し

調査， 年センサス分析

地域版基準と指標

公共事業用評価

森林環境分野 雨水調査，渓流水調査，森

林土壌調査，現存量調査

雨水調査，渓流水調査，森

林土壌調査，現存量調査

地域版基準と指標

公共事業用評価

森林生物分野 トンボ類調査，トンボ幼虫

調査，渓流魚類調査，昆虫

類調査

トンボ類渓流魚類調査，指

標性昆虫の検討，レッド

データブック掲載生物の検

討，有害獣類の被害調査

地域版基準と指標

公共事業用評価

総 合 調 整 データ収集 継続調査とモデル化 モデルの検証・統合化
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「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」

松村直人，四国支所研究員全員

研究期間：平成８～ 年

経 費：林野庁治山事業

目的 持続可能な森林経営の現地実証活動の試みとして，地域レベルでの基準・指標を検討し，公共事業の導

入手法を検討するために，「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査事業」が北海道及び高知県（四万十川

森林計画区）をモデル流域として平成８年度より 年間の予定で始まった。四国支所では，林野庁の要請に基づ

いて，調査実施主体である高知県立森林技術センターに対して，調査設計と調査結果に関する助言を行った。

成果 ３回の調査検討委員会が開催され，調査の方向性等が検討された。この検討結果に基づいて調査が実施

された。森林資源分野では，これまで流域単位，市町村単位，団地単位の３段階で森林資源量の調査を行ってき

た。本年度は，四万十川源流部の東津野村全体，東津野村小芹川団地と旧宮団地を対象とし，森林タイプ，齢級

構成から木材生産利用可能森林面積を算出した。森林環境分野では，渓流水と雨水，種子採取調査，土壌調査を

継続して実施した。種子採取調査から，イチイガシは並作，ハナガカシは凶作であった。渓流水については，平

成 年の間伐や作業道開設の前後で継続調査しており，今後，渓流水質に及ぼす影響が明らかになる。森林生物

分野では，四万十川流域に生息する水生動物（トンボ類と魚類）の調査，希少植物の生息環境および森林依存種

の調査を行った。トンボ類と魚類の多くが高知県選定の希少種に該当していた。また，高知県内の希少植物

種の内 種が当該計画区で記録され，その生育環境で見ると，森林性が 種有り，多くが二次林周辺で生育し

ていた。今後，種の生育環境を良好に維持するためには，種の多様性に配慮した森林管理が必要である。
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「四万十川流域における環境保全型農林水産業による
清流の保全に関する研究」

研究期間：平成 ～ 年度

経 費：環境省 国立機関公害等防止試験研究費

目的 四万十川は「日本最後の清流」というキャッチフレーズのもと，河川管理，環境問題に関わる多方面から

注目される存在である。 年４月には，高知県が「四万十川条例」を施行するなど，水質や流域景観の保全のた

めの取り組みが進んでいる。しかし，河川水質の形成過程や汚濁のメカニズムは十分に解明されているとはいえ

ず，水質の悪化の進行を懸念する声が少なくない。

四万十川の清流が保たれてきた理由として，流域人口の少なさと，流域の多くを占める森林の存在が挙げられ

ている。しかし，流域市町村では過疎化のため，人工林化の進んだ森林の手入れ不足や農地の管理水準の低下が

進み，農業構造の変化もみられるため，水質変化の実態把握と，予防的な見地からの研究が必要である。

これらの点を踏まえ，本研究では森林や農業地帯からの水質負荷の実態を解明することを第一の目的とする。

次に，水生生物相と流域の特性との対応を把握し，流域環境の指標として水生生物相を明らかにすることを第二

の目的とする。さらに，森林や農地からの流出負荷を抑制する技術の提案を第三の目的とする。

概要 四万十川の水質を悪化させる可能性のある負荷物質の排出源としては，生活排水，工場など第二次産業

排水，農業排水，森林からの流出，および降水による流入などが考えられる。当プロジェクト研究では，おもに

降水，森林からの流出，農業排水を念頭に置き，流域を森林地帯と農業地帯に分けて水質負荷の実態解明を行う。

水生生物については，アユなどの淡水魚類と水生昆虫類を取り上げ，それぞれ流域における生息・分布状況と流

域環境との関係を解析し，指標種を摘出する。流域の地域資源の変動を解析し，清流環境を保全するために環境

負荷の小さい農業生産方式や森林管理方式を提案する。

このような観点から，当支所では以下の４課題を実施している。

森林流域からの水質負荷の実態解明（鳥居厚志，山田 毅，篠宮佳樹，稲垣善之）

清流環境保全のための保育管理手法の開発（田淵 一，酒井 武，倉本惠生，酒井 敦，竹内郁夫（関西支所））

流域森林資源の空間分布解析・評価と環境保全機能の変動評価（松村直人，小谷英司，都築伸行）

水生節足動物相を指標とした流域環境の評価（前藤 薫，吉村真由美，佐藤重穂）

成果 「森林流域からの水質負荷の実態解明」では，森林流域からの水質負荷の実態を解明するために，固定調

査地における定期水質調査（月２回）と，多点（ 支流）における豊水期・渇水期の水質調査を行った。定期調査

では，大雨に対応して や ，硝酸濃度などが下がる傾向が認められた。また多点調査では，各支流とも目立っ

た汚濁はなく，石灰岩地域では ， や ＋濃度が高いなど，水質と流域の地質との対応がみられた。

「清流環境保全のための保育管理手法の開発」では，流域のスギ林・ヒノキ林において，施業履歴や立木密度

の調査，林床植生調査を行った。その結果，枝打ちによって林内の低木種数・本数は多くなるが，高木性の樹種

の種数・本数との対応はみられなかった。枝打ち後の経過年数との関係では，枝打ち後 年以上経過しても林内

植生量が維持され，林地土壌の侵食抑制に貢献していることを明らかにした。

「流域森林資源の空間分布解析・評価と環境保全機能の変動評価」では，流域の森林資源の変動を把握するた

めに，流域の農林業センサスデータ，人工衛星データなどを解析した。その結果，流域全体として森林面積は増

加しており，下流域で人工林化が進んでいる傾向がみられた。また， カメラによる画像データを精度を検証
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のうえ併用し， 上で流域写真データベースシステムを構築した。

「水生節足動物相を指標とした流域環境の評価」では，トンボの分布状況と流域環境との対応を把握するため

に，分布資料・生息地の地点データの収集を行い， 種について 件の生息地点データベースを作成した。種

毎の生息条件の解析は，自然要因（気候や地形など）と人為要因（土地利用など）に分けて行い，まず自然要因

について解析した結果，急峻な渓流にのみ生息するグル－プ，平坦地を中心に生息するグル－プ，起伏に関係な

く広く生息するグル－プに分類できた。

また，本プロジェクト研究では，当支所以外に以下の組織が課題を分担し，研究を実施している。

高知県環境研究センター水質科

「四万十川本流水質の長期変動解析」

四万十川全体の水質について，過去数十年間の流量データ，水質データを収集し，本流水質の変動の概略を

把握するとともに，流量と水質の関係から，主なエリア毎に汚濁原因を推定する。

高知大学農学部資源漁業学科

「アユ等魚類相の流域別特性の解明」

淡水魚類について，種属の多様性と流域環境との関係を調べる。また，外来種との競合・干渉や水産資源と

してのアユ等の動向調査を行う。

農業技術研究機構 近畿中国四国農業研究センター（旧四国農業試験場）

「流域における地域資源の変動実態の解明」

四万十川流域の人口，土地利用形態，作物別生産状況や家畜飼育頭数など，地域の社会経済構造とその変動

を解析し，水質への影響を検討する。

「農業地域からの水質負荷の実態解明」

農業地域からの水質負荷の実態については，各地で様々な調査が行われているが，それらは顕著な汚濁がみ

られる場合の後追い調査がほとんどで，予防的見地からの調査研究例は極めて少ない。四万十川流域の農業地

域において，汚濁物質の負荷量を定量的に解明する。

「清流環境保全のための低環境負荷型生産方式の開発」

農業生産の場では，高収量・高品質生産を目指すために，結果的に多肥になり，余剰の肥料が系外へ流出す

る可能性がある。水質保全に効果的な施肥管理，家畜糞尿処理等を検討し，低環境負荷型生産方式の体系化を

図る。
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科学技術振興調整費重点基礎研究課題

「原生的森林に強く依存する節足動物のニッチと群集構造の解明」

前藤 薫，佐藤重穂

（森林生物部昆虫管理研究室および木曽試験地と研究分担）

研究期間：平成 年度

経 費：科学技術庁

目的 生物多様性を保全することは持続可能な森林経営・管理の前提であり，そのためには多様な生態的機能

を担う林分を適切に配置する必要がある。林業と森林開発によって低山地の原生的森林はすでに著しく縮小・断

片化していることから，里山を含む二次林のもつ生物多様性維持機能が注目されている。しかし，一部の生物群

は原生的な森林環境に強く依存しており，二次林の役割には限界があると考えられる。原生的森林に辛うじて生

息する生物群を特定し，その生態的特性・機能を解明・評価することによって，残存する原生的森林やそれに隣

接する二次林を適切に管理することが可能になる。また，そうした生物群は森林環境の変化に対して鋭敏に反応

することから，地域レベルの生物多様性をモニタリングする際の指標生物としても重要である。本研究では，節

足動物相を分析するために提唱されてきた多変量解析法を実測データセットによって評価し，代表的な機能グ

ループについて原生林依存種の生態的特性の解明を試みた。

成果 節足動物相の解析手法の評価

節足動物相の分析手法として，①種数や種多様度など，種の豊富さや個体数の均等性を表す指標の比較，②ク

ラスター分析，③対応分析（ ）による座標づけ分析，④多次元尺度構成法（ ）による座標づけ分析，⑤指

標種分析（ ）などの方法を検討した。その結果，①は種構成の変化を捉えることができず，②は森林タイプ

と特定の生息種の関連性を見出すには不適当であった。③は森林タイプと種の関連性を直接分析できる手法では

あるが，低頻度種を扱うことが難しいなど一般に情報量の損失が大きいと考えられた。これに対して，④では捕

獲数の順位のような非計量データを用いても偏りの少ない

生息地座標が得られ（図－１），その結果を利用して森林タ

イプと生息種の関連性を定量的に解析することが出来た。

また，森林タイプの類別が明確な場合には⑤が有効であ

り，④とよく一致した解析結果が得られた。結局，原生的

森林や各種人為攪乱林など，それぞれの森林タイプに依存

する種・種群を抽出するには，④多次元尺度構成法（ ）

および⑤指標種分析（ ）を適用することが最良と結

論した。

主要機能グループの解析

カミキリムシ類（材分解者，花粉媒介者），チョウ類とヤガ類（生植物食者），アリ類（遺骸分解者，生植物食

者），クマムシ（湿性土壌動物）について上記の分析を行い，それぞれ原生的森林に依存する種・種群を見出した。

重点的に解析したカミキリムシ類の場合，原生林種の生息には，樹皮が厚く，部分的に腐朽のある老大木の存在

が不可欠であることが判明した。カミキリムシ類は，主要な花粉媒介者でもある。原生的森林が著しく縮小した

地域で，昆虫多様性がになう生態的機能を維持するには，例えばカミキリムシ類が生息できる大径木や倒木を増

やすなど，二次林を適切に管理する必要がある。

図－１． によるカミキリムシ相の解析結果
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主要研究発表業績の要旨

倉本惠生・酒井 敦・酒井 武・田淵 一（ ）四万十川流域の暖温帯上部天然林におけるリターフォール量の

季節変化．森林応用研究９： ．

要旨：四国西南部，四万十川流域において，暖温帯性針広混交林のリターフォールの季節変化と年間落下量を調

べた。広葉樹葉は，５月と９月に落下が集中し，枝と樹皮は 月の集中落下と１月の小ピークが観察された。そ

の他の細片の落下は 月に激増しており，そのほとんどが針葉であった。年間リターフォール量は，

であり，その ％が広葉樹葉で占められていた。また， ， および ％は，それぞれ，枝，樹皮，

および，その他の細片で占められていた。広葉樹葉のリターフォール量は，尾根部よりも斜面部で多く，針葉で

は逆に，尾根部で斜面部よりも多かった。これらの違いは，地形に対応した上木樹種組成の違いを反映している。

図－ ．リターフォールの季節変動
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倉本惠生（ ）開花と堅果成熟までの生存過程の変動からみたミズナラの結実豊凶．第 回 世界大会

ポスター発表要旨．

要旨：種子生産の著しい年変動（豊凶）が，開花数の年変動に規定されるのか開花から種子成熟までの結実過程

における花実の生存率の年変動に規定されるのかは，豊凶のしくみの理解と予測にとって重要な問題である。種

子生産数のみをとらえた従来の研究は，開花数の変動と種子生産への寄与を明らかにできない。開花数の変動

は，雌花数の変動により潜在的種子数を変動させるだけでなく，雄花数（花粉数に相似）の変動によって受粉率

を変化させることで結実過程の生存率を変動させ，豊凶を生じさせる可能性が考えられる。本研究では，１）ミ

ズナラの堅果生産の豊凶が雌花開花数の変動によるのか結実過程の生存率によるのか，２）雌花開花数の変動が

雄花数の変動と同調し雌花の生存率に影響しているのか，３）受粉率の変化は結実過程の生存率に影響している

のかを，林冠部での花実の直接観察と人工授粉処理により検討した。調査期間（ ～ ）において，雌花開花

数は毎年多かったが，堅果生産は 年と 年にだけ観察された。年堅果生産数は，雌花開花数ではなく，結

実過程の生存率（結実率；生存堅果数／雌花開花数）との間に相関を示した。豊作と不作には花の多寡よりも結

実率が寄与しており，変動主要因解析によれば開花後１ヶ月間の生存堅果数／雌花開花数（初期結実率）が堅果

生産の決定要素として重要であった。受粉期を含むこの期間の結実率には受粉の成否が影響していることが考え

られる。また，人工受粉処理により不作年の初期結実率が自然状態に比べ有意に高くなった。したがって受粉率

の低さが不作の主要因であると考えられる。雄花数の変動は雌花開花数の変動と同調していたが結実率とは相関

を示さなかった。受粉率の低さには雄花数の変動によらない要因（気象要因）が想定された。人工授粉した雌花

が不作年では途中落下したことから，受粉後の堅果数が今回調べなかった要因（貯蔵同化産物の量等）により調

節されていることも想定された。
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酒井 武・齊藤 哲（九州支所）・石塚森吉（生産技術部）・田中信行（生産技術部）・桜井尚武（研究管理官）・中

村松三（ ）・ ・ ・ （国立アマゾン研究所（ ））（ ）国立アマゾ

ン研究所 試験林の台地と低地での林分構造の比較．ジャカランダプロジェクト中間ワークショップ要旨集

森林管理と荒廃地回復のための研究， （ポルトガル語）， （英語）．

要旨：国立アマゾン研究所 試験地に林分の動態と構造を明らかにするため２本のトランセクト（ ×

）を設定した。試験地周辺の地形は と呼ばれる緩やかな平地で，典型的な台地（ ）に小

河川を含む低地（ ）が網目状に入り込んでいる。トランセクトは ， を含んでおり，本報では

これら地形による種組成とサイズ構造を比較した。 では現地名で 種， では 種が記録された。

， での断面積合計はそれぞれ ， ，立木密度は 本 ， 本 であった。

主に に分布している種は など

で， に分布している種は などであっ

た。 は で最も個体数が多く，断面積も最も大きかった。 では個体数，

断面積とも が１位を占めていた。樹高頻度分布を比較すると台地でのモードが低地よりも高

かった。低地では樹高 を超える個体数，種数とも少なかった。 は多くの種にとって生育条件が良く

ないと考えられた。 ではヤシ類が重要なニッチを占めていた。低地で優占している木本種とヤシ類は滞

水条件になんらかの適応をしている可能性がある。

平成 年度森林総合研究所四国支所年報



酒井 敦・田淵 一・倉本惠生・酒井 武・佐藤重穂（ ）日本の針葉樹人工林における埋土種子組成と伐採後

の植生発達．第 回 世界大会ポスター発表要旨，

要旨：日本の壮齢人工林において，埋土種子組成と伐採後の植生を調査し，二次遷移の過程を明らかにした。無

伐採区（保残区）から 種 個・ の埋土種子が，伐採予定地から 種 個・ の埋土種子を検出した。

どちらも組成は似ておりコガクウツギ，キイチゴ類，草本の種子が多かった。無伐採区では現存植生が 種あっ

たが，埋土種子と共通する種は 種しかなかった。林内で生産される種子が少ないことから，埋土種子の元にな

る種子は林外から持ち込まれるか，間伐時または新植するときに生産されていると推察される。伐採地ではタケ

ニグサ，アカメガシワ，ヌルデなどの陽性植物が多く発生した。しかし，推定された埋土種子密度に比べると実

際に発生した実生は少なく，伐採区では ％，無伐採区では ％に過ぎなかった。

図． 年生針葉樹人工林の林床植生と埋土種子構成種の関係
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稲垣善之（ ）木材の初期分解における窒素負荷の影響．森林応用研究 ： ．

要旨：森林生態系に降水や乾性降下物として負荷される窒素が，有機物分解に及ぼす影響を評価するために，ス

ギとヒノキの材試験片を全国６地域の９林分に設置して， 年，１年後の重量減少，窒素濃度の変化を調べた。

１年後の重量減少はスギ材で ～ ，ヒノキ材で ～ であり，スギ材の方が大きかった。

林内雨による窒素負荷量が大きい地域では， 年後における重量減少が大きく，窒素濃度が高かった（図１）。

しかし，窒素負荷の影響は１年後には小さくなった。一方で重量減少に対する年平均気温の影響は， 年後から

１年後にかけて大きくなった。また，窒素負荷が及ぼす影響は，スギ材でヒノキ材よりも大きかった。これは，

樹種によって有機物の性質が異なり，スギ材を分解する微生物の方が，窒素負荷の影響を受けやすいためである

と考えられた。

図－ ．林内雨窒素負荷量と材の重量減少の関係
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図－ ．林外雨（ ）の硫酸イオン・硝酸イオン負荷量と林内雨（ ）と
樹幹流（ ）を合計した両イオン負荷量の比較

山田 毅・吉永秀一郎（森林環境部）・森貞和仁（森林環境部）・平井敬三（森林環境部）（ ）高知における森

林生態系への硫酸イオン・硝酸イオン負荷量． （印刷中）．

要旨：酸性物質が森林生態系へ及ぼす影響を予測するためには，酸性物質の濃度だけでなく，酸性物質の総量が

問題になる。そこで本報では，高知のヒノキ林における ～ 年の毎降雨ごとの観測結果から，林外雨・林

内雨・樹幹流のそれぞれについて，酸性物質である硫酸イオン・硝酸イオンの濃度および負荷量について報告し

た。

林外雨の硫酸イオン・硝酸イオン負荷量は，それぞれ ～ ， ～ であった。林内雨の硫酸イ

オン・硝酸イオン負荷量は，林外雨と比べて，同じかやや高い。一方，樹幹流の硫酸イオン・硝酸イオン負荷量

は，林外雨・林内雨のイオン負荷量に比べて少ない。林内雨と樹幹流の硫酸イオン負荷量の和は，林外雨の硫酸

イオン負荷量と比較して，約 倍多い。このことは，降水が林内を通過すると，硫酸イオン負荷量が増加するこ

とを示している。
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鳥居厚志・河室公康（関西支所）・志知幸治（森林環境部）・高岡正敏（埼玉県衛生研究所）（ ）都市域住宅の

ハウスダスト中に含まれる花粉の種類と量の季節変動．日本花粉学会誌 ：

要旨：横浜市内の一戸建て住宅５軒（ ～ ）について， 年の５月，８月， 月， 年の２月に採取された

ハウスダスト一週間分の中に含まれる花粉の含有量と種類を調べた。花粉含有量は最小で２月の約 個 であ

り，最大は２月で約２× 個 であった。種類は最大期の５月ではマツ属とコナラ属花粉が優占し，２月はス

ギ属花粉が優占した。いずれの花粉も開花飛散時期に増大しているが，開花飛散時期以外の月にも検出されるこ

とから，ハウスダスト中には通年的に花粉が存在することが明らかになった。

～

×

試料 中の総花粉粒数（× 個）

×

試料 中に含まれる主要分類群の花粉粒数 × 個

×
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篠宮佳樹・小檜山雅人（パラナ連邦大学）・窪田順平（東京農工大学）（ ）不飽和透水係数の予測モデル中の屈

曲度パラメータの評価―対数正規分布を用いたモデルの事例―．森林応用研究 ： ．

要旨：飽和・不飽和浸透理論に基づく数値解析に必要な不飽和透水係数は，孔隙径分布と組み合わされた透水係

数モデルから予測されることが多い。透水係数モデルに含まれる屈曲度パラメータは， （ ）の提示し

た定数値（ ）がよく使用されてきたが，森林土壌に関しての妥当性は十分検証されていない。そこで花崗岩類，

中古生層，第四紀層を母材とする森林土壌から非攪乱試料を採取して，屈曲度パラメータを変数として評価した。

屈曲度パラメータは保水性パラメータを最適化した後， （ ）の開発した孔隙径分布に対数正規分布を

応用した透水係数モデル（ モデル）を用いて評価した。森林土壌の屈曲度パラメータは より小さいも

のが多く， ～ の範囲にわたって変動した。そのため， を用いて予測する場合，過小評価の傾向があること

が明らかになった。屈曲度パラメータを本研究で示したような値（ ）に修正すると，過小評価の傾向は改善

され，誤差は減少した（図－ ）。従って，森林土壌の不飽和透水係数を モデルによって予測する時，屈曲

度パラメータは適切な値に修正されるべきであると考えられる。

－ －

図－ ．屈曲度パラメータの異なる値の時の透水係数の測定値と計算値の関係

（ ）の提示した値（ ）を用いた場合， 本研究の測定データを使って最適化して得られた値（ ）を用いた場合
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前藤 薫・佐藤重穂・宮田弘明（高知県立森林技術センター）（ ）日本の暖温帯林における森林利用がカミキ

リムシ相（甲虫目：カミキリムシ科）に与える影響．第 回国際昆虫学会要旨集１： ．

要旨：昆虫多様性は，薪炭林施業，焼き畑，伐採そして単一種造林による温帯自然林の減少によって深刻な影響

を受けていると思われる。そこで，我々は四万十川流域の自然林，二次林そして針葉樹人工林に合計 林分の調

査地を設定して，森林改変が昆虫相に与える影響を調査している。講演では，森林改変がカミキリムシ相に与え

る影響について報告する。カミキリムシのサンプリン

グ調査は，誘引剤として花の香り成分（ベンジル・ア

セテート）とエタノールを取り付けた黄色と白色の衝

突板トラップを用いて， 年に行った。種構

成は，各種の個体数から調査地間の順位相関を求め，

多次元尺度法によって分析した。

カミキリムシの種の豊富さは，森林タイプ（自然林，

二次林，人工林）間で大差なかった。しかし，種構成

は森林タイプによって明瞭に異なっており，自然林に

はハナカミキリ亜科，とくにヒメハナカミキリ属が豊

かであった（図－ ）。ヒメハナカミキリ属は樹種をあ

まり選り好みしないが，幼虫の発育には厚い樹皮をも

つ老大木と湿潤な林床が必要とされる。我々の発見

は，自然林に特徴的な昆虫群が，植生の分類学的多様

性だけでなく，長い年齢を経た森林の大きく複雑な構

造に依存するという見解を支持するものであった。

図－ 森林タイプとヒメハナカミキリの種数の関係
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田端雅進・ （アイオワ州立大）・ （アイオワ州立大）・阿部 恭久（森林生物部）（ ）

属菌とマンネンハリタケ属菌の分子系統． ： ．

要旨：キバチ類に由来する菌株，腐朽材に由来する菌株，子実体に由来する菌株の 属菌及びマンネ

ンハリタケ属菌について核内 の 領域とマンガンパーオキシダーゼ遺伝子の塩基配列を決定し，分子

系統樹を作成した。その結果，次の結論が得られた。１） 属菌は

の分子系統が認められた。２）トドマツノキバチの共生菌は 領域で と同

じ塩基配列であった。３）アメリカヒノキキバチの共生菌は 領域とマンガンパーオキシダーゼ遺伝子で

の塩基配列に近かった。４）その他のキバチ類の共生菌は主にマツ科樹木由来で か

であることが判明した。５） マンネンハリタケ，コウヤクマンネンハリタケと

属菌の 領域における塩基配列は類似していた。６） 属菌はウロコタケ科からマン

ネンハリタケ科に移すのが妥当であると考えられた。７）カサウロコタケと上記３種のマンネンハリタケ属菌，

属菌及び 属菌の 領域における塩基配列は異なり，カサウロコタケはカサウロコタケ属

（ ）の種とするのが妥当と考えられた。
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佐藤重穂・前藤 薫・宮田弘明（高知県森技セ）（ ）材変色被害を起こすニホンキバチ成虫の分散距離．

： ．

要旨：ニホンキバチの分散行動を明らかにするために，ペンキで標識を付けた成虫を野外で放して誘引トラップ

で捕獲することにより，分散距離を調べた。試験地をヒノキ林に設定し，固定した放虫点から放射状に３方向に

向かって ～ 離れた 箇所に誘引トラップを設置した。網室内で脱出した成虫の胸部背板にペンキで

マークを付け，放虫点から放して，トラップによる捕獲状況を調査した。雄 頭，雌 頭を放した結果，全トラッ

プの合計で雄 頭，雌 頭が捕獲され，捕獲率は雌が有意に高かった。雄は放虫点から 離れたトラップでの

み捕獲されたが，雌は放虫点から最大で 離れた地点のトラップでも捕獲され（図１），最大分散距離は

と推定された。ニホンキバチは雄より雌が成虫の分散距離が大きいと推測された。

図１．
ニホンキバチの放虫点からの距離別捕獲個体

数．白抜きは放虫の翌週まで（６日以内）の捕

獲，網掛けは放虫の２週目（ 日後）までの

捕獲，黒塗りは３週目（ 日後）までの捕獲

を示す．
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佐藤重穂・酒井 敦（ ）ヤマハゼ 果実の鳥類による被食過程．森林応用研究 ： ．

要旨：ヤマハゼ の種子散布機構を明らかにするために，暖温帯の人工林において着果したヤマハゼ

を観察して，鳥類による乾果の被食状況を調べた。８種の鳥類によるヤマハゼ果実の採食が観察されたが，種子

散布に貢献するのは，シロハラ ツグミ ヒヨドリ ジョウビタキ

モズ の５種であった（図１）。果実の採食は２月下旬に集中した。着果枝

上での滞在時間はシロハラとツグミが特に長く，採食果実数も多かったため，この２種がヤマハゼの主要な種子

散布者と考えられた。嘴幅の広い鳥は果実の採食効率が高く，果実よりも嘴幅が狭い鳥の採食方法は果実破壊型

やつつき型であった。シロハラによる種子散布距離は越冬なわばりの範囲内である 未満と考えられ，一方，

ツグミは越冬なわばりを持たないため，散布距離がシロハラよりも大きいと推測された。

図１．鳥類によるヤマハゼの推定採食果実数． 時間観察の合計．＊は種子散布しない種．
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研究資料

平成 年に四国地域で発生した森林病虫獣害

保護研究室 前藤 薫

関西林試協平成 年度保護部会に報告された森林被害に各機関・個人から四国支所に寄せられた発生情報を加

えて，平成 年に四国地域で発生が確認された森林病虫獣害を下記の通りとりまとめた。情報をいただいた方々

にお礼申し上げる。なお，個別の被害発生事例については，別途とりまとめて報告した（前藤 薫（ ）森林防

疫 ： ）。

平成 年は，マイマイガ，クロツマキシャチホコ（コツマキシャチホコ），ウスバツバメ，ハムシ類など，食葉

性害虫の発生が散見された。キバチ類やヒノキカワモグリガによる材変色被害は，外観から被害を把握すること

は難しいが，各県で恒常的に発生・蓄積している。

病虫獣害名（被害樹種） 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 高知営林局

＜病害＞

ならたけ病（ヒノキ）

樹脂胴枯病（ヒノキ，ローソンヒノキ）

暗色枝枯病（スギ）

根株心腐れ（ヒノキ） ＋＋

スギ赤枯病（スギ） ＋

葉ふるい病（クロマツ） ＋

がんしゅ病（ヤマモモ） ＋

ペスタロチア病（スギ，クロマツ） ＋

すす葉枯病（クロマツ） ＋

苗立枯病（クロマツ苗木） ＋

マツ葉枯病（クロマツ苗木） ＋

原因不明の立ち枯れ（ヒノキ，スギ）

＜虫害＞

トドマツノハダニ（クロマツ） ＋

マツカキカイガラムシ（クロマツ） ＋

スギマルカイガラムシ（スギ苗）

ツツジグンバイ（サツキ） ＋

ヒラタキクイムシ（キリ製箪笥） ＋

ヤノミナガタチビタマムシ〔推定〕（ケヤキ）

マスダクロホシタマムシ（ヒノキ）

根切り虫（コガネムシ類〔推定〕）（ヒノキ苗木）

スギカミキリ（スギ，ヒノキ）

クワカミキリ（ケヤキ） ＋
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ウリハムシモドキ，クロウリハムシ（ヒノキ苗木）

ニレハムシ，ヤノミナガタチビタマムシ（ケヤキ）

キュウシュウヒゲボソゾウムシ，リンゴコフキゾウ ＋

ムシ，コブヒゲボソゾウムシ（ケヤキ）

オリーブアナアキゾウムシ（イボタノキ） ＋

サクセスキクイムシ（クヌギほだ木） ＋

アンブロシアキクイムシ類（ヒノキ生立木） ＋

オオミノガ（サルスベリ） ＋

オオスカシバ（クチナシ） ＋

ヒノキカワモグリガ（スギ，ヒノキ） ＋

モモノゴマダラノメイガ（ゴヨウマツ） ＋

ウスバツバメ（ソメイヨシノ） ＋

シンジュサン（クロガネモチ） ＋

クスサン（サクラ） ＋

クロツマキシャチホコ（ウバメガシ）

マイマイガ（アカメガシワ，ヒラドツツジなど）

ニホンキバチ（スギ，ヒノキ） ＋＋ ＋＋

ニトベキバチ（マツ）

松くい虫（アカマツ，クロマツ）被害区域面積

同 上 被害材積（ ）

＜獣害＞

ノウサギ（スギ，ヒノキ，ケヤキ）

野ネズミ（スギ，ヒノキ）

イノシシ（スギ，ヒノキ，クリ，タケ）

ニホンジカ（スギ，ヒノキ，ケヤキ）

ニホンカモシカ（スギ，ヒノキ）

ニホンジカ，ニホンカモシカ（スギ，ヒノキ，広）

＋ 微害，＋＋ 中害，＋＋＋ 激害 数字の単位は ，カッコ内は被害本数
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研究業績一覧

連絡調整室

高野 勉（ ）廃木材．エネルギー管理型農業生産システム開発調査，（社）農林水産技術情報協会報告書，

高野 勉（ ）木くずのゆくえ．森林総研四国支所平成 年度研究発表会要旨，

高野 勉（ ）中間処理業．木質系残廃材を原料とするチップ製造業（その３），日本木材総合情報センタ・

全国木材チップ工業連合会調査報告書，

高野 勉（ ）木質廃棄物の処理状況．森林総研四国情報 ：

（木材利用部） （日本住宅・木材技術センター）（ ）

（製材工場，合板工場およびプレカット工場

における残廃材の利用状況）

高野 勉（ ）木材工業における廃材の排出量とその利用．合板技術講習会テキスト，

伊神裕司（木材利用部）・高野 勉・村田光司（木材利用部）・西村勝美（住木センター）（ ）住宅解体材の

発生と処理・利用の動向．日本木材加工技術協会第 回年次大会講演要旨集，

藤本清彦（木材利用部）・高野 勉（ ）丸のこによる木質材料の切削時に発生する粉じん分析．第 回日本

木材学会大会研究発表要旨集，

造林研究室

田淵 一・ （タマサート大）・ （タイ王室林野局）・ （タイ王室林

野局）（ ）南タイ，カンタンの若いマングローブ天然林の 年間．第 回日本熱帯生態学会大会講演要旨

集，

田淵 一・椛木信幸（国際農研）・片岡健治（宇大農）（ ）早生樹列状植栽での植栽間隔が収量に及ぼす影響．

日本林学会関西支部第 回大会研究発表要旨集，

田淵 一（ ）林地安定のための林分保育．森林総研四国情報 ：

（九州支所） （生産技術部） （生産技術部） （研究管理

官） （ ） （国立アマゾン研究所） （国立アマゾン研究所）

（国立アマゾン研究所）

（国立アマゾン研究所 試験地における

台地と低地での林分構造の比較）

酒井 武・田淵 一・倉本惠生・酒井 敦・竹内郁雄（関西支所）（ ）枝打ちが林内植生の豊富さに及ぼす

効果．日本林学会関西支部第 回大会研究発表要旨集，

倉本惠生（ ）２年結実性の常緑カシ，アカガシの開花結実特性－２年間の開花結実および花と果実の生残

－．日本林学会学術講演要旨集 ：

倉本惠生（ ）秋の実りでブナ林の個性を判断－ブナの多さや林の広がりで異なる実り．森林総研四国支所

平成 年度研究発表会要旨，

（開花と堅果成熟までの生存過程の変動から

みたミズナラの結実豊凶）

平成 年度森林総合研究所四国支所年報



倉本惠生・小野賢二（森林環境部）・菅谷貴志（東農大）・横山一郎（横浜国大）・藤本 潔（南山大）・田淵 一・

（ミクロネシア・ポナペ州）（ ）太平洋島嶼，ミクロネシア連邦ポナペ島の２タイプのマン

グローブ林における落下漂着果実と実生の分布量．第 回日本熱帯生態学会大会講演要旨集，

倉本惠生・小野賢二（森林環境部）・菅谷貴志（東農大）・横山一郎（横浜国大）・藤本 潔（南山大）・田淵 一・

（ミクロネシア・ポナペ州）

（エスチュアリ型とコーラルリーフ型マングロー

ブ林内の実生発生量と空間分布）．科振調日米共同研究報告書－南太平洋マングローブ，

倉本惠生・酒井 敦・酒井 武・田淵 一（ ）四万十川流域の暖温帯上部天然林におけるリターフォール量

の季節変化．森林応用研究 ９：

倉本惠生（ ）ブナ科植栽樹の開葉・開花フェノロジー．日本林学会関西支部大会講演要旨集 ：

倉本惠生（ ）シイ・カシ類の落葉量の年変動－１．国の３つの森林における春期落葉量の３年間の変化－．

森林総研四国支所年報 ：

倉本惠生（ ）シイ・カシ類の落葉量の年変動－２．既存の研究資料との比較－．森林総研四国支所年報 ：

酒井 敦・田淵 一・酒井 武・倉本惠生（ ）林齢の異なる人工林における埋土種子の組成と分布パター

ン．日本林学会大会学術講演集 ：

（日本の壮齢人工林における埋土種子組成と伐採後の植

生発達）

酒井 敦（ ）壮齢人工林林床の春期の温度変化．森林総研四国支所年報 ：

山下香菜（木材利用部）・岡田直紀（木材利用部）・加茂皓一（森林環境部）・田淵 一・酒井 武・倉本惠生・

酒井 敦（ ）スギの早・晩材形成に関わる諸要因の検討．第 回日本木材学会大会研究発表要旨集，

林地保全研究室

鳥居厚志・河室公康（関西支所）・志知幸治（森林環境部）・高岡正敏（埼玉県衛生研究所）（ ）都市域住宅

のハウスダスト中に含まれる花粉の種類と量の季節変化．日本花粉学会誌 ：

鳥居厚志（ ）四国山地の火山灰はどこから来たか？．森林総研四国情報 ：

篠宮佳樹・小檜山雅人（パラナ連邦大学）・窪田順平（東京農工大学）（ ）不飽和透水係数の予測モデル中の

屈曲度パラメータの評価－対数正規分布を用いたモデルの事例－．日本林学会関西支部研究発表要旨集

：

篠宮佳樹・河室公康（関西支所）・志知幸治（森林環境部）・大貫靖浩（森林環境部）（ ）火山灰の風化初期

における生成物質．日本林学会学術講演集 ：

篠宮佳樹・小檜山雅人（パラナ連邦大学）・窪田順平（東京農工大学）（ ）不飽和透水係数の予測モデル中の

屈曲度パラメータの評価－対数正規分布を用いたモデルの事例－．森林応用研究 ：

高原 光（京都府立大学）・ （ ）・ （ ）・

三好教夫（岡山理科大学）・守田益宗（岡山理科大学）・中村俊夫（名古屋大学）・長谷義隆（熊大）・篠宮佳樹・

河室公康（関西支所）

（湿原堆積物からみた最終氷期以降のバイカル湖南東および東岸の植

生 変 遷）

（ ），
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高原 光（京都府立大学）・篠宮佳樹（ ）バイカル湖周辺におけるタイガの植生．遺伝 ：

志知幸治（森林環境部）・篠宮佳樹（ ）バイカル湖・シベリアタイガを訪ねて．雪氷 ：

稲垣善之・三浦 覚（森林環境部）（ ）森林土壌における独立栄養硝化と従属栄養硝化の判別．日本林学会

大会学術講演集 ：

（森林環境部）

（四国地域における 林分の一次生産と窒素無機化特性）

稲垣善之・篠宮佳樹・山田 毅・吉永秀一郎（森林環境部）（ ）施肥を中止してから約 年経過したスギ林

の成長と土壌の変化．森林総研四国支所年報 ：

稲垣善之・三浦 覚（森林環境部）・高津文人（京大）（ ）窒素無機化速度と窒素同位体自然存在比の関係か

らみた森林の窒素循環．日本生態学会大会講演要旨集 ：

稲垣善之（ ）木材の初期分解における窒素負荷の影響．森林応用研究 ：

山田 毅・吉永秀一郎（森林環境部）（ ）ヒノキ人工林化によって生じる土壌特性の変化．森林総研研究成

果選集，

山田 毅・吉永秀一郎（森林環境部）・稲垣善之・三浦 覚（森林環境部）・篠宮佳樹（ ）四万十川上流域

流域における渓流水の と ．森林総研四国支所年報 ：

山田 毅・吉永秀一郎（森林環境部）・稲垣善之・三浦 覚（森林環境部）・篠宮佳樹（ ）四国支所構内で観

測した 年の降水の性質．森林総研四国支所年報 ：

山田 毅・吉永秀一郎（森林環境部）（ ）四万十川の 流域における渓流水質－豊水期と渇水期の比較－．

日本林学会関西支部第 回大会研究発表要旨集，

（森林環境部） （森林環境部） （森林環境部）

（高知における森林生態系への

硫酸イオン・硝酸イオン負荷量）

山田 毅・鳥居厚志・稲垣善之・篠宮佳樹（ ）ヒノキ人工林における約 年スパンの土壌化学性の変化．第

回日本林学会大会学術講演集，

保護研究室

前藤 薫・山本英治（山本森林生物研究所）（ ）小田深山およびその周辺のコマユバチ科．小田深山の自然

，

前藤 薫（ ）新庄川水系でグンバイトンボの生息を確認．げんせい ：

小西和彦（北海道農試）・前藤 薫（ ）皇居のヒメバチ上科，ヤセバチ上科，カギバラバチ上科およびヒラ

タタマバチ科．国立科学博物館専報 ：

前藤 薫（ ）ミギワバエの一種 に寄生するコマユバチ

の発見と昆虫寄生菌の発生事例について．双翅目談話会「はなあぶ」 ：

前藤 薫（ ）ハバチの大発生の謎．国立科学博物館ニュース ：

前藤 薫・宮田弘明（高知県森技セ）（ ）四万十川源流域のカミキリムシ相に対する林業活動の影響．日本

昆虫学会第 回大会講演要旨，

前藤 薫（ ）虫を目安に森の血液検査．森林総研四国支所平成 年度研究発表会要旨，
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前藤 薫（ ）森林病虫獣害発生情報：四国地方．森林防疫 ：

田端雅進・大久保政利（元香川県森セ）・加藤高志（香川県森セ）・阿部恭久（森林生物部）（ ）香川県で発

生したヒノキ根株心腐被害．日本林学会大会学術講演集 ：

田端雅進・ （アイオワ州立大）・ （アイオワ州立大）・阿部恭久（森林生物部）（ ）

属菌及びマンネンハリタケ属菌の系統解析．日本菌学会第 回大会講演要旨集，

（アイオワ州立大） （アイオワ州立大） （森林生物部）

（ 属菌と

マンネンハリタケ属菌の分子系統） ：

佐藤重穂（ ）四万十川モデル森林での生物多様性．現代林業 ：

佐藤重穂（ ）第 回日本林学会大会短信動物部門．林業技術 ：

山崎三郎（元森林総研四国）・佐藤重穂・井上大成（森林生物部）（ ）鳥獣によるシイタケほだ木の被害．森

林防疫 ：

（森林に依存する食虫性鳥類群集）

（高知県森技セ）

（材変色を起こすニホンキバチ

成虫の分散距離） ：

佐藤重穂（ ）暖温帯林における食虫性鳥類群集の構造．日本鳥学会 年度大会講演要旨集，

佐藤重穂・石田 健（東大院）（ ）野生生物と森林コリドー．森林科学 ：

佐藤重穂（ ）人工林地帯での森林コリドーは何をめざすか．野生生物保護学会 年度大会講演要旨集，

佐藤重穂・前藤 薫（ ）ニホンキバチの施業的防除法に関する研究．森林総研所報 ：

佐藤重穂（ ）市の又国有林における鳥類相の季節変化．森林総研四国支所年報 ：

佐藤重穂（ ）野生生物と共存する森林管理．森林総研四国支所四国情報 ：

佐藤重穂・酒井 敦（ ）ヤマハゼ 果実の鳥類による被食過程．森林応用研究 ：

吉村真由美（ ）カワゲラの産卵行動と日周期性．日本昆虫学会大会講演要旨 ：

経営研究室

（マレーシア森林局） （マレーシア森林局） （マレーシア森林局）

（マレーシア森林局） （マレーシア森林局） （マレーシア森林局）

（半島マレーシア複層林経営プロジェクトにおける有望郷土樹種の選択とシ

ミュレーションモデルの設計）

松村直人・小谷英司・家原敏郎（林業経営部）・駒木貴彰（北海道支所）（ ）フィンランドにおける森林認証

への取り組み．日本林学会大会学術講演集 ：

松村直人（ ）モデル森林の推進に向けての共通基盤データの整備－平成 年度調査結果の概要と今後の展

望．森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査報告書，

松村直人・小谷英司・都築伸行（ ）高齢級間伐とスギ・ヒノキ人工林の成長解析－滑床山スギ，ヒノキ，下

ル川山ヒノキ，西ノ川山ヒノキ試験地の成長経過－．森林総研四国年報 ：

小谷英司・松村直人・都築伸行（ ）森林認証への取り組み －高知県での事例分析－．日本林学会大会学術

講演集 ：
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小谷英司・粟屋善雄（東北支所）・田中邦宏（東北支所）・松村直人（ ）ブナ林における林分物理量と分光反

射の季節変化．写真測量学会平成 年度年次学術講演会発表論文集，

小谷英司（ ）人工衛星 で山の樹木の位置を測る．森林総研四国支所 年度研究発表要旨

小谷英司・松村直人（ ） と による立木管理システムの開発（ ）－異なる地形条件での の

利用可能性と精度の検討－．日本林学会関西研究発表要旨 ：

小谷英司（ ）「森林認証と持続可能な森林経営」記録．森林計画学会誌 ：

都築伸行（ ）河川流域交流圏，九州・四国における多様な交流連携を踏まえた地域整備計画調査．林野庁，

都築伸行（ ）高知県仁淀川流域．木材安定供給体制整備推進調査報告書，林野庁，

都築伸行（ ）高知県における木材安定供給確保事業の実態と課題．森林総研四国支所年報 ：

都築伸行（ ）施業集団化による森林管理に関する一考察．日本林学会大会学術講演集，

都築伸行（ ）森林評価マニュアル．全国森林組合連合会（印刷中）

都築伸行（ ）高知県四万十流域．木材安定供給体制整備推進調査報告書，林野庁（印刷中）

遡及分

（タイ王室林野局） （タイ王室林野局） （タマ

サート大） （南

タイ，トラン県カンタンのいくつかのマングローブ林の発達） 森林総研海外研究業務報告 年，

ブラジル・アマゾン・国立アマゾン研究所 試験地の台地と低地の林分構造の比較） 森林総研

海外業務報告 年，

松村直人（ ）Ｌ県における森林情報の整備状況．平成 年度森林情報の入力・処理システムの高度化に冠

する調査報告書
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平成 年度研究発表会要旨

森はチッソを捕らえてはなさない

林地保全研究室 稲垣 善之

発表の概要

森林には多くのチッソが蓄えられているが，その ％以上が土壌に存在している。このチッソはほとんどが植

物にとって利用できない有機態チッソであり，土壌中の微生物の働きによって，植物が利用できる無機態チッソ

（硝酸態・アンモニア態）に変化する。一般的な森林土壌では一年間に ～ の無機態チッソが生成され

ている。一方，森林から渓流水に流出する無機態チッソは 以下である。つまり，生態系内を循環してい

るチッソに比べて，系外に流出するチッソは少なく，森林はチッソを捕らえてはなさない性質をもっている。

これまでチッソが生態系外に流出しない理由は植物による吸収のためであると考えられてきた。近年これに加

えて，土壌微生物によるチッソの消費が森林のチッソ保持に大きな役割を果たしていることが明らかにされてい

る。

演者は，高知県大豊町においてヒノキ２林分の土壌を対象に，微生物によるチッソ保持能力を調べている（図

－１）。ヒノキＡの土壌では，炭素資源としてでんぷんを加えなくても微生物は土壌中で移動しやすい硝酸態チッ

ソを消費し，菌体にチッソを保持した。一方，ヒノキＢの土壌では，微生物によって活発に硝酸態チッソが生成

されるが，炭素資源であるでんぷんを加えると，硝酸態チッソは微生物によって消費された。これらの結果，ヒ

ノキＡはＢに比べて微生物が硝酸態チッソを消費するために必要な炭素資源が豊富であることが推察された。森

林生態系では，植物は吸収によってチッソの流亡を防ぐだけでなく，光合成によって手に入れた炭素を土壌中の

微生物に餌として与え，微生物にチッソを消費してもらうことによって，チッソの流亡を防いでいると考えられ

る。

図－１．添加実験における硝酸態チッソの生成

＋ は硝酸態チッソの添加，＋ はでんぷんの添加を示す。培養は 日間（ ℃）である。

平成 年度森林総合研究所四国支所年報



人工衛星 で山の樹木の位置を測る

経営研究室 小谷 英司

発表の概要

高知県の魚梁瀬スギは，樹齢 年以上の高齢級天然生スギとして有名である。魚梁瀬スギの経済的価値

は単木単位で非常に高いにも関わらず，その管理は単木単位で十分に行われてこなかった。この原因の一つとし

て，林内で立木の緯度経度などの地図座標を簡易に調査する方法がなかった点が挙げられる。ところが，効率的

に地図座標を把握できる が，最近では林内でも利用可能になってきている。本論では，魚梁瀬スギの単木

単位の調査・管理を目的として， を利用し，諸データを （地理情報システム）で統合したシステムを開

発し，検討した。

調査対象地を魚梁瀬千本山の尾根部分とし，約 × のプロットを３カ所設定した。プロット内の立木

本について，既存のコンパス測量器具と 測量を行い， 測量出来るか否かと精度について検討を行った。

使用した は であり，ビーコンによる補正情報を利用した。なお，調査状況を図

－１に示す。

結果として，全ての立木を で測量でき，その精度は水平方向で平均 ，最大誤差 であり，広大

な森林を管理するためには十分な精度である。 の調査結果と，既存の森林基本図，オルソフォト（幾何補正

した空中写真），地形図などを で管理し，立木を効率的かつ統合的に調査・管理できるシステムを構築した。

図－１．魚梁瀬スギの直径測定と 測量の調査状況
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人工林経営の損得勘定

経営研究室 松村 直人

発表の概要

四国地域の人工林率は全国的にみても高い水準にあるが，その大半がスギを中心とする戦後造林木であり，間

伐の遅れや伐れないがための伐採の遅延による森林の整備水準の低下が大きな問題となっている。今回はスギ人

工林の高齢級における成長と収穫予想を現実データにもとづき検証し，スギ素材価格の径級別の分析と経営モデ

ルによる試算を行い，人工林経営における長期収穫予測のための目標径級と収益性の評価手法を検討する。

試験研究方法：

１）人工林，天然林の素材価格の調査と従来資料のデータベース化

人工林，天然林別，規格別素材価格の調査

２）四国地域スギ林分の成長資料のデータベース化と経営モデルの検討

四万十川森林計画区のスギ人工林試験地を事例に分析

経営モデルのフロー：標準本数管理曲線の推定－平均直径の成長予測－径級別収穫材積の比較－素材価格別収

益の推定－林齢別の収益指数の比較

間伐収穫は想定せずに，皆伐の主伐収穫のみ仮定した経営モデルであるが，スギの素材単価が直径成長にとも

なって敏感には上昇せず，若齢時の細い木が多数ある場合（事例１，２とも）と単価が上昇する大径材（末口直

径 ，胸高直径で約 ）クラスが多数を占める 年生以降の収益性が高い結果となった（事例１）。また本数

減少をともなう事例１の場合には高齢級になって粗収益は低下し，素材単価の上昇分だけでは総収入の減少にな

ることも予想される結果となった。

図－１．粗収益指数の変化（林齢 年の値を と仮定）
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秋の実りでブナ林の個性を判断

－ブナの多さや林の広がりで異なる実り－

造林研究室 倉本 惠生

発表の概要

所変われば秋の実りはどう違うか？ そして何ゆえ違いが生じるのだろう？ この問題は様々なスケールにわ

たるが，ここで一地方（流域）での地域（林分）による違いを考えてみよう。この違いがわかれば森林管理上色々

と役立つからである。源流部に散在する天然林の機能や状態を評価し保全や配置方式を検討する材料になるし，

ある樹種を更新させたり採種を行うときには地域ごとの豊凶予測ができると便利である。ところが，以外にこれ

が調べられていない。そこで当研究室では，四国のブナ林の実りについて，様相の異なる３つの林で調査をはじ

めた。四国では，標高およそ 以上からブナが生育するが，石鎚や剣などの中央山稜では純林に近く林の拡

がりも大きい（ａ）。しかし周縁山岳ではブナの出現可能な範囲は山の上部に限られ他のいろんな樹種と混交す

る（ｂ）。さらには周囲を人工林に囲まれてしまった林もみられる（ｃ）。この３つのタイプに調査地を設定して

（ａ：伊吹山，ｂ：白髪山，ｃ：三辻山），実を定期回収して内容を調べた。

この結果， 年に四国一円で，ブナが一斉にたくさんの花をつけた（ブナはおよそ６年に一度花（実）をたく

さん付けることが知られている）が，実の量とその中身は３つの林分でかなり異なることがわかった。これは地

域的な豊作のずれだけから生じるものでなく，ブナの多さや林の拡がりが受粉や食害の程度に影響を与えて，林

によって実りに違いをもたらしていることを示すと考えられる。

図－１．各調査地の９～ 月の落下種子密度
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人工林の足下でうずくまる種子達

造林研究室 酒井 敦

発表の概要

土の中に生きた状態で保存されている種子を埋土種子という。人工林の一般的な施業大系では植えつけから数

年～十年ほどで林冠が閉鎖し，林内が真っ暗な状態になる時期がある。このような状態でも土の中には，非常に

多くの埋土種子が眠っている。これらの埋土種子は間伐，枝打ち等によって林内の光環境がよくなると次第に発

芽し林床植生を形成するようになる。また，発芽にもっと強い光を要求する種子は林冠木がすべて伐採（皆伐）

されるまで発芽せず，それまではじっと土の中で耐えていると考えられる。

私たちが森林を取り扱うとき，埋土種子の生態を理解しこれををうまく利用してやることが必要である。例え

ば，高い標高での造林を考えてみよう。高い標高の造林地を大面積に渡り皆伐すると，ススキ原になったりササ

原になって木本植物が出てこない場合がある。このような場所はおそらく埋土種子組成が非常に貧弱であると考

えられる。こうした場所で再造林するならまだしも，放置すれば植生遷移が進まず無立木地になる恐れがある。

これを防ぐには，種子の供給源になる木（シードソース）をあらかじめ尾根などに配置しておく等の処置が必要

であろう。また，四国地域は山が急峻なため林床に植生がないと土壌がどんどん流出してしまう。これを防ぐた

めにはなるべく早く間伐，枝打ちを実施し林床植生の発達を促すべきである。埋土種子の発芽に要求される光強

度や林床の状態（リターの厚さ等）を調べることが今後の課題となるであろう。

図－１． 年生人工林の現存林床植生と埋土種子組成の関係
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木くずのゆくえ

連絡調整室 高野 勉

発表の概要

ゴミ処理の問題がしばしば話題になるが，木くず処理の現状はどのようで，何が問題となっているであろうか。

厚生省の発表によれば，不法投棄される廃棄物に占める木くずの割合は高い。さらに，建設省の調査結果では，

建設発生木材のリサイクル率は ％と，コンクリートなどのリサイクル率（約 ％）に比べて低い値となってお

り，木質廃棄物のリサイクル率向上が求められている。また，木質廃棄物の再利用は二酸化炭素放出量削減の観

点からも注目されている。そこで，製材工場などの木材工業における工場残廃材および住宅解体材の発生・処理

動向，および木質廃棄物を再資源化している廃棄物中間処理工場の現状を明らかにする目的でアンケート調査と

聞き取り調査を行った。

木材工業で発生する工場残廃材については，国内総需要の７割を占める製材工場と同じく１割を占める合板工

場の調査結果を表に示す。木材工業では以前より残廃材の工場内における再利用が多いことが知られており，今

回の調査結果でも自工場内の再利用率が高くなっていた。焼却あるいは棄却されるものは原料消費量の７％と少

ないが，その内訳は樹皮が ％と全体の を占めていた。

中間処理業で再資源化される木質廃棄物の総量や再資源化チップの用途別の総量は不明であるが，調査対象工

場では原料の５割を建築解体材が占めており，用途としては燃料用が ％と最も多くなっていた。しかし，近年

の傾向としては，燃料用の需要が減少し，木質ボード用原料としての利用が増加している。

表．木材工場から発生する工場残廃材の 年における推定量とその処理方法

工

場
廃木材の種類

発生量

（千 ）

処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）処 理 方 法 ・ 用 途（％）
工

場
廃木材の種類

発生量

（千 ） チップ
成形

燃料
燃料

家畜

敷き料

堆肥

など

キノコ

培地
その他

焼却

棄却
合計

製
材
工
場

樹 皮
製
材
工
場

背 板，端 材製
材
工
場

お が 屑

製
材
工
場 プレーナ屑

製
材
工
場
そ の 他

合
板
工
場

樹 皮
合
板
工
場

むき芯・端材
合
板
工
場
単 板 屑

合
板
工
場
そ の 他

合 計合 計
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キバチはどこまで飛ぶか

保護研究室 佐藤 重穂

発表の概要

キバチ類は雌成虫が体内に共生菌を持ち，樹木の幹に産卵する際に，卵とともに菌を材に植え付ける。幼虫は

この菌に感染した材を食べて成長する。菌に感染した材は変色してしまい，木材としての価格が低下するため

に，キバチ類は林業害虫として扱われている。キバチ類の中でも四国で特に多いニホンキバチは，幼虫が主にス

ギやヒノキの間伐放置木や衰弱木で成育する。被害を軽減するためにはキバチ成虫が発生しないように間伐木を

林外に搬出するのが望ましいが，林内に放置せざるを得ない場合は，キバチに産卵されないように間伐の時期を

適切に設定したり，間伐木を玉切りしたりする工夫が必要である。しかし，こうした施業で被害を減らそうとし

ても，周辺の無防除の林分からキバチ成虫が飛んでくるかも知れない。

ニホンキバチの成虫の飛ぶ距離を知るために，次のような試験を行った。林内の か所にトラップ 捕獲装置

を設置し，キバチ成虫 頭にマークを付けて放虫した。その結果，全トラップの合計で 頭が捕獲できた。雄は

放虫点から 離れたトラップのみで捕獲されたが，雌は放虫点から最大で 離れたトラップで捕獲され，雄

よりも雌の方が移動距離が大きかった。これを密度非依存の拡散モデルに適用したところ，雌の移動距離は

と推定できた。これらの結果から，ニホンキバチの雌成虫は隣接した林分から侵入してくることがあるので，

被害を防除する努力を一つの林分だけで行っても効果的ではなく，周辺の林分と併せて防除のための施業をする

必要があることが明らかになった。

ニホンキバチによるスギ材の変色被害
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虫を目安に森の血液検査

保護研究室 前藤 薫

発表の概要

昆虫は，森の中を飛び回って栄養や情報を運ぶ「血液」のような働きをしている。チョウやガの幼虫は植物を

食べて育ち，鳥や小動物に食べられることによってエネルギーや養分の流れを促す。花に集まるハナバチやカミ

キリは，花粉に込められた遺伝情報を植物から植物に伝える。スズメバチや寄生バエなどの天敵昆虫は，増えす

ぎた昆虫を食べて害虫の大発生を防いでいる。森林の活力と多様性はこうした昆虫の働きによって保たれてお

り，昆虫を調べれば森林の健康状態を知ることができる。

四国でも林業が盛んな低山地には，原生林の面影をとどめる自然林はもう残り少ない。自然林の減少によって

地域生態系はどう変化し，二次林や人工林をどのように管理すれば本来の生態系機能を持続することができるだ

ろうか。こうした疑問に答えるため，私達は四万十川流域の森林に調査地を設定して，カイロモン・トラップ法

など簡易な方法で昆虫相を調査し，その働きを評価している。その結果，例えば，老大木の樹皮下を食べて育つ

ヒメハナカミキリ類が林床草本や樹木の花粉媒介を担うなど，自然林には森が昆虫を生かし，昆虫が森を助ける

巧妙な仕組みが備わっていることが明らかになってきた。一時期の過剰伐採によって衰退した自然林の営みを確

実に後世に伝えるには，その周辺の二次林や人工林を適切に管理することが大切であろう。
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人事異動と組織・職員配置図

人事異動（Ｈ ～Ｈ ）

転出 松村直人 経営研究室長 → 三重大学助教授

佐々朋幸 支所長 → 本所 研究管理官（総合発揮・地球環境研究担当）

中田雅人 庶務係長 → 関西支所 庶務課課長補佐

根本成雄 会計係長 → 本所 企画調整部研究評価科評価情報係長

山中美和 庶務係 → 本所 総務課

転入 垰田 宏 支所長 ← 本所 森林環境部植物生態科長

加藤正樹 研究調整官 ← 本所 森林環境部土壌物理研究室長

平田泰雅 流域森林保全 ← 本所 森林経営部遠隔探査研究室主任研究官

研究グループ長

福田智数 庶務係長 ← 本所 施設管理課営繕第二係長

福光正和 庶務係 ← 多摩森林科学園 会計係
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組織・職員配置図

平成 年４月の独立法人化と共に森林総合研究所では組織改編が行われ，支所の旧研究室はすべて研究分野ご

とのグループに置き換えられた。四国支所も造林，林地保全，保護，経営の４研究室体制から，森林生態系変動

研究グループと流域森林保全研究グループの二つの研究グループで構成されることになった。このほか，四国支

所ではプロジェクト課題や実行課題の推進を担当するチーム長が２名（複層林生態管理担当および源流域森林管

理担当），さらに，支所長を補佐し，研究の調整などを行う研究調整官が新たに配置された。ここでは， 年度の

体制として平成 年９月１日時点の組織・職員配置図とともに，平成 年４月からの新しい組織・職員配置図に

ついても掲載しておく。

平成 年９月１日現在

北海道支所（札幌市）

東 北 支 所（盛岡市） 庶務係

関 西 支 所（京都市） 中田 雅人

庶務課 藤原 拓也，山中 美和

吉田 聖

会計係

農林水産省林野庁 根本 成雄

森林総合研究所 山本 加代，野村 匡

（茨城県茎崎町） 連絡調整室

高野 勉 大黒 正，日高 健治

（木曽試験地） 溝渕 照江，弘田 孝行

（千代田試験地） 四 国 支 所 門田 春夫

（小田原試験地） 佐々 朋幸 造林研究室

（高萩試験地） 田淵 一 酒井 武，倉本 惠生

（十日町試験地） 酒井 敦， 兼 大黒 正

（多摩試験地） 林地保全研究室

鳥居 厚志 篠宮 佳樹，稲垣 善之

山田 毅

保護研究室

前藤 薫 田端 雅進，佐藤 重穂

吉村真由美

経営研究室

九 州 支 所（熊本市） 松村 直人 小谷 英司，都築 伸行

多摩森林科学園（八王子市）
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組織，支所人員配置（平成 年４月現在）

森林総合研究所（茨城県茎崎町）

企画調整部，総務部，監査室

研究管理官（ ）

研究領域（ ）

北海道支所（札幌市）

東 北 支 所（盛岡市）

関 西 支 所（京都市）

四 国 支 所（高知市）

四国支所長 垰田 宏

研究調整官 加藤 正樹

連絡調整室 室長 高野 勉

研究情報専門官 日高 健治

主任 溝渕 照江

技術専門職員 弘田 孝行，門田 春夫

（兼） 大黒 正

庶務課 庶務課長 吉田 聖

庶務係長 福田 智数

係員 藤原 拓也，福光 正和

会計係長 山本 加代

係員 野村 匡

チーム長（複層林生態管理担当） 田淵 一

チーム長（源流域森林管理担当） 前藤 薫

森林生態系変動研究グループ

＊豪雨・急傾斜地の立地環境特性・森林生態系保全に関する試験研究を行う

グループ長 鳥居 厚志

（主任研） 大黒 正

（研究員） 酒井 武，篠宮 佳樹，倉本 惠生

酒井 敦，稲垣 善之，山田 毅

流域森林保全研究グループ

＊生物多様性・病害虫防除・森林資源の持続的保全に関する試験研究を行う

グループ長 平田 泰雅

（主任研） 田端 雅進，佐藤 重穂

（研究員） 小谷 英司，吉村真由美，都築 伸行

九 州 支 所（熊本市）

多摩森林科学園（八王子市）
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平成 年度以降の実施研究課題

平成 年４月１日の独立行政法人への移行に伴って，森林総合研究所の実施研究課題は大きな変更を行うこと

となった。研究課題は，農林水産大臣の指示による中期目標を受けて中期計画が策定され，この中で上位から重

点研究分野－研究項目－実行課題と位置づけられている。重点研究分野は，「林政改革大綱」及び「林政改革プロ

グラム」に基づいて策定された「森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発戦略」を踏まえて，科学的知識の

集積をはかりつつ行政的及び社会的ニーズに関連した分野横断的かつ総合的研究を推進することを目的として，

以下の 分野が掲げられている。

ア．森林における生物多様性の保全に関する研究

イ．森林の国土保全，水源かん養，生活環境保全機能の高度発揮に関する研究

ウ．森林に対する生物被害，気象災害等の回避・防除技術に関する研究

エ．多様な公益的機能の総合発揮に関する研究

オ．地球環境変動下における森林の保全・再生に関する研究

カ．効率的生産システムの構築に関する研究

キ．森林の新たな利用を推進し山村振興に資する研究

ク．木質資源の環境調和・循環利用技術の開発に関する研究

ケ．安全・快適性を目指した木質材料の加工・利用技術の開発に関する研究

コ．生物機能の解明と新素材の開発に向けた研究

サ．森林・林業・木材産業政策の企画立案に資する研究

四国支所が重点的に推進する研究は，「エ．多様な公益的機能の総合発揮に関する研究」に位置づけられ，研究

項目（エ（ウ）３）「豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持続的に発揮させる管理手法の開発」のもとに

２つの実行課題が設定されている。

実行課題（エ（ウ） ）「急峻山岳林における立地環境特性の解析と複層林への誘導のための森林生態系変動予

測技術の高度化」では，複層林施業導入の可否や適切な複層林管理手法を決定するため，立地環境と近隣に分布

する天然林の維持・再生の仕組み，各種複層林の発達過程，林業経営面からの解析，流域河川への影響等の解析・

評価を行う。これらを通じて，複層林または複層林以外の森林施業に適した場所のマッピングを行う。

実行課題（エ（ウ） ）「高度に人工林化された河川源流域における地域森林資源の実態解明」では，針葉樹人

工林が卓越する四万十川流域をモデル地域として，生物多様性の解析，森林資源の推移及び利用実態の解析，地

理情報システムやインターネットを活用した地域森林の役割や将来像のアピール手法の提案，リクリエーション

や野外活動の場としての森林の役割の解析，原生的森林や貴重な二次林の分布解析，動植物の生息状況調査等を

行う。

この他，同じ重点研究分野「エ．多様な公益的機能の総合発揮に関する研究」の研究項目（エ（ア）１）「多様

な森林機能の調査・モニタリング技術の開発」において，実行課題（エ（ア） ）「高精度センサーによる森林情

報抽出技術の高度化」に取り組むこととしている。この実行課題では，炭素固定機能等の森林が持つ多様な機能

を評価する上で必要な情報を抽出するため，解像度１ の高精細衛星センサーを用いた森林分布やバイオマスの

把握手法の開発，レーザーによる３次元構造計測センサーを用いた地形情報，葉群や幹枝構造に関する情報の抽

出技術の開発を行う。
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さらに，四国支所では，本所の専門研究領域と四国支所間，四国支所と他の支所間にまたがる以下の実行課題

に参画して研究を推進することとしている（かっこ内は実行課題番号）。

（ア（イ） ）森林施業が森林植物の多様性と動態に及ぼす影響の解明

（ア（イ） ）森林施業が鳥・小動物・昆虫の多様性に与える影響の解明

（ア（ウ） ）小笠原森林生態系の修復技術の開発

（イ（ア） ）斜面スケールでの水分環境変動と主要元素の動態の解明

（ウ（ア） ）被害拡大危惧病虫害の実態解明と被害対策技術の開発

（ウ（ア） ）スギ・ヒノキ材質劣化害虫の管理技術の高度化

（ウ（ア） ）スギ・ヒノキ等病害の病原体と被害発生機構の解明

（エ（イ） ）持続的な森林管理に向けた森林情報解析技術の開発

（オ（ア） ）熱帯域ランドスケープ管理・保全に関する研究（国際共同）

（オ（ア） ）森林火災による自然環境への影響とその回復の評価に関する研究

（オ（イ） ）酸性雨等森林生態系への影響解析（特定・モニタリング）

（オ（イ） ）炭素収支の広域マッピング手法の開発（炭素循環）

（オ（イ） ）森林土壌における有機物の蓄積及び変動課程の解明（ ）

（カ（ア） ）各種林型誘導のための林冠制御による成長予測技術の開発

（カ（ア） ）非皆伐更新における林木の生育環境と成長応答様式の解明

（サ（イ） ）持続的な森林管理・経営の担い手育成及び施業集約・集団化条件の解明

（シ ）森林昆虫等の分類（基礎基盤）

（シ ）収穫試験地等固定試験地の調査（調査観測）

（シ ）森林の成長・動態に関する長期モニタリング（調査観測）
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資 料

決 算

歳入決算一覧表 （単位：円）

主管

会計名

区 分区 分区 分
決 算 額

主管

会計名 部 款 項
決 算 額

農林水産省主管

一 般 会 計 雑収入

国有財産利用収入

国 有 財 産 貸 付 収 入

雑 収 入

受 託 調 査 試 験 及

役 務 収 入

歳 入 合 計

歳出決算一覧表 （単位：円）

主管

会計名

区 分区 分
決 算 額

主管

会計名 組 織 項
決 算 額

農林水産省所管

一 般 会 計 農 林 水 産 技 術 会 議

農 林 水 産 技 術

振 興 施 設 費

林 野 庁

森 林 総 合 研 究 所

人 件 費

事 業 費

科 学 技 術 振 興 調 整 費

国 立 機 関 公 害 防 止 等

試 験 研 究 費

国有林野事業

特 別 会 計 治 山 勘 定 治 山 事 業 費

歳 出 会 計
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諸会議・行事

研究協力等

名 称 開 催 日 場 所

四国地区林業技術開発会議 高知グリーン会館

四国支所研究発表会 高知グリーン会館

林業研究開発推進四国ブロック会議 高知グリーン会館
（林野庁主催）

四国支所一般公開 四国支所

研究問題 研究検討会 四国支所

平成 年度研究項目推進会議 四国支所
研究項目：豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持続的に発揮させる管理手法の開発研究項目：豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持続的に発揮させる管理手法の開発研究項目：豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持続的に発揮させる管理手法の開発

研究問題 研究推進会議 四国支所

国立機関公害防止等試験研究 四国支所
平成 年度「四万十川」研究推進会議

用 務 先 用 務 開 催 日

四国森林管理局 平成 年度四国森林管理局技術開発委員会

四国森林管理局 平成 年度四国地域業務研究発表会

高知県立森林
技術センター

平成 年度「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」
第１回調査委員会

森林総合研究所
四国支所

平成 年度「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」
第２回調査委員会

高知県庁
平成 年度「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」
第３回調査委員会

須崎市
平成 年度「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」
運営委員会
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依頼出張，受託調査等

氏 名 用 務 先 用 務 期 間 依 頼 者

佐々朋幸 香川県庁 香川県森林・林業基本計画検討委員会 香川県

佐々朋幸 高松市 紫雲山・峰山地区松くい虫防除検討会 香川県商工労働部観
光振興課

佐々朋幸 香川県庁 香川県森林・林業基本計画検討委員会 香川県

高野 勉 ㈱小林三之助
商店可児工場

「木質バイオマスエネルギー技術研究
組合」現地指導

～ 農林水産技術会議
事務局

田淵 一 国際協力事業団 平成 年度マダガスカル北部養殖
振興計画国内委員会分科会

～ 国際協力事業団

田淵 一 国際協力事業団 平成 年度マダガスカル北部養殖
振興計画国内委員会分科会

～ 国際協力事業団

田淵 一 国際農林水産
研究センター

マングローブ汽水域における魚介類の
技術的生産システムの開発に係る事前
推進評価会

～ 国際農林水産
研究センター

酒井 武，
倉本惠生

嶺北森林管理所
管内

ブラジル「アマゾン森林研究Ⅱ」
研修に係る研修旅行同行

～ 国際協力事業団

酒井 武，
倉本惠生

愛媛森林管理所
管内

ブラジル「アマゾン森林研究Ⅱ」
研修に係る研修旅行同行

～ 国際協力事業団

酒井 武，
倉本惠生

四万十森林管理
所管内

ブラジル「アマゾン森林研究Ⅱ」
研修に係る研修旅行同行

～ 国際協力事業団

倉本惠生 愛媛森林管理所
管内

タイ造林経営研修員に係る研修旅行
同行

～ 国際協力事業団

田端雅進 高知市 木の文化セミナー講師 高知県森と緑の会

佐藤重穂 香川県塩江町
ほか

椛川ダム建設予定地におけるヤイロ
チョウ等の希少生物の調査について現
地視察と助言

～ 香川県河川砂防課

佐藤重穂 室戸市，東洋町
ほか

高知県環境影響評価技術審査会出席及
び国道 号にかかる現地調査

高知県環境保全課

佐藤重穂 梼原町 高知県クマタカ保護方策検討会出席 高知県森林整備課
高知県生態系保護協会

佐藤重穂 中村市，窪川町
ほか

都市計画道路窪川中村線にかかる現地
調査

高知県環境保全課

佐藤重穂 高松市 椛川ダム環境委員会出席 香川県河川砂防課

吉村真由美 梼原町 セミナー講師 梼原町森林組合

松村直人，
都築伸行

仁淀川森林組合
ほか

森林評価マニュアル作成事業現地調査 ～ 全国森林組合連合会
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受 託 研 修

研 修

国 際 関 係
海外研修員受入れ

海外派遣，国際研究集会参加

氏 名 所 属 研 修 事 項 期 間 受入研究室

山口達也 高知県森林技術
センター

長伐期施業に対応する森林管理技術に
関する基礎と応用講義並びに野外調査
実習と解析実習

～ 経営研究室，
造林研究室

氏 名 実 施 機 関 研 修 名 期 間

倉本惠生 高知校 英 語 研 修 ～

吉村真由美 高知校 英 語 研 修 ～

篠宮佳樹 高知校 英 語 研 修 ～

酒井 敦 森林技術総合研修所 平成 年度森林政策技術研修 ～

稲垣善之 関 西 支 所 平成 年度所内短期技術研修 ～

氏 名 国 名 研 修 項 目 期 間 受入研究室

タ イ タイ造林計画 プロジェクト
研修

～ 造林研究室

ブラジル ブラジル「アマゾン森林研究計画Ⅱ」
研修

～ 造林研究室

ブラジル ブラジル「アマゾン森林研究計画Ⅱ」
研修

～ 造林研究室

氏 名 用 務 先 用 務 期 間 備 考

高野 勉 マレーシア 第 回 世界大会出席 ～ 研究交流法

稲垣善行 マレーシア 第 回 世界大会出席 ～ 研究交流法

田淵 一 インドネシア インドネシア森林火災予防計画
短期専門家

～ 国際協力事業団

倉本惠生 マレーシア 第 回 世界大会出席 ～ 研究交流法

酒井 敦 マレーシア 第 回 世界大会出席 ～ 科学技術振興調整費

酒井 武 ブラジル ブラジル「アマゾン森林研究計画Ⅱ」
短期専門家

～ 国際協力事業団

松村直人 マレーシア 第 回 世界大会出席 ～ 研究交流法

前藤 薫 ブラジル 第 回国際昆虫学会 ～ 科学技術振興調整費

佐藤重穂 ブラジル 第 回国際昆虫学会 ～ 科学技術振興調整費
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構内利用実績（団体見学等）

マスメディアによる取材，報道

刊 行 物

森林総合研究所四国支所平成 年度研究発表会（要旨集）， 年５月 日発行

四国情報 ， 年７月 日発行

四国情報 ， 年３月９日発行

森林総合研究所四国支所年報平成 年度， ， 年３月９日発行

図 書

（単位：冊）

区 分
単行書単行書 逐次刊行物逐次刊行物 その他の資料その他の資料

区 分
和 書 洋 書 和 書 洋 書 和 書 洋 書

年度末 収書数 種 種

年度末 蔵書数

記事のタイトル等 掲 載 紙 等 掲載・放送日

－新聞－
人工衛星利用し魚梁瀬杉管理－樹木の位置，倒木など把握
馬路村魚梁瀬の天然杉 で立木分布計測

讀賣新聞
毎日新聞

－雑誌など－
野生の生きものたちがあふれる森に エコシステム 年７月号

－テレビ－
森林総合研究所四国支所研究発表会（定時ニュース） 高知放送，テレビ高知

高知放送局

生態系保全大作戦その一年－九州大学の挑戦－
（サイエンスアイ）

ふたたび森に生命を－四万十川源流の町からの発信 高知放送

団 体 名 利 用 目 的 参加人数 期 間

高知大学教育学部付属養護学校 生徒の屋外実習 ～ （ 日）

伊野町立枝川幼稚園 高知県「遊びの森体験事業」 ～ （ 日）
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気 象 観 測 値
（ 年 月）

， 月降水量は雨量計故障のため高知地方気象台高知観測所の値を使用

（太字部分）

正誤表

昨年度年報の気象観測値 最近 年間の降水量を下記のとおり訂正願います

誤 正

平成 年度森林総合研究所四国支所年報

月

気 温 （ ）

平均
平均

最高

平均

最低

極値

最高（起日） 最低（起日）

湿度

（％）

降水量

（ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

年

最近 年間 （ ）（ ）

（ ）

観測地点 森林総合研究所四国支所
北緯
東経
海抜高
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固 定 試 験

整理
番号 試 験 地 名 研 究 項 目 森林管理署等 林 小 班

千本山天然更新試験地 人工林の構造解析 安 芸 魚梁瀬事務所 は

小屋敷山天然更新試験地 人工林の構造解析 安 芸 魚梁瀬事務所 は

滑床山ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 愛 媛 宇和島事務所 る

滑床山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 愛 媛 宇和島事務所 る

一ノ谷山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 安 芸 魚梁瀬事務所 ろ

西又東又山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 安 芸 魚梁瀬事務所 ほ ほ

下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 四 万 十 窪川事務所 に

浅木原スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 香 川 ほ

浅木原ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 香 川 ほ

中ノ川山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 嶺 北 は は

二段林造成試験地 スギ，ヒノキ二段林下木の形質の解明 民 有 林 久万町不二峰

奥足川山ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 四 万 十 宿毛事務所 い

西ノ川山ヒノキ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 愛 媛 西条森林管理センター ほ

松山スギ非皆伐人工更新試験地 スギ，ヒノキ二段林下木の形質の解明 愛 媛 ぬ

下ル川山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 四 万 十 窪川事務所 は

十八川山スギ人工林収穫試験地 人工林の構造解析 四 万 十 宿毛事務所 に

市ノ又森林動態観測試験地 林分構造と動態解析 四 万 十 大正事務所 は

柚ノ木山雑草木個体群動態試験地 雑草木の種子散布特性と人工林への侵入過程 高知中部 は
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地 一 覧 表
平成 年 月現在

樹 種 面積
（ ）

設定
年度

終了予
定年度 今 後 の 調 査 計 画 距離

（ ）
担 当
研究室 備 考

スギ，ヒノキ，モミ，ツガ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ，ヒノキ，モミ，ツガ，
広葉樹 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

ヒノキ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

ヒノキ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

ヒノキ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ，ヒノキ 年度調査，以降 年毎調査 造林 元年に研究項目変更，
終了予定年度変更

ヒノキ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

ヒノキ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，終了予定 造林 元年に研究項目変更，
終了予定年度変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

スギ 年度調査，以降 年毎調査 経営 年に研究項目変更

ヒノキ，ツガ，モミ，広葉樹 ケ月毎調査 造林

ヒノキ，広葉樹，草本 毎年調査 造林
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沿 革

昭和 年 月 治山治水，砂防造林等に関する試験を行うため，大正試験地を設置。

昭和 年 月 高知営林局の試験調査部門と大正試験地を統合・編成換えし，林業試験場高知支場として同営林

局内に併設。

昭和 年 月 造林，経営，土壌の 研究室と庶務課を設置。

昭和 年 月 大正試験地を廃止。

昭和 年 月 保護研究室を設置。

昭和 年 月 高知支場を四国支場と改称。支場長は専任となる。

昭和 年 月 調査室を設置。

昭和 年 月 新庁舎（現在地）への移転完了。

昭和 年 月 組織改編により森林総合研究所四国支所となる。調査室を連絡調整室，土壌研究室を林地保全研

究室と改称。

平成 年 月 独立行政法人森林総合研究所四国支所となる。研究室制を廃止し，森林生態系変動研究グループ

と流域森林保全研究グループの つの研究グループを設置， 名のチーム長と研究調整官を新た

に配置。

施 設

平成 年度森林総合研究所四国支所年報

建 物 名 建築面積 延 面 積 建 物 名 建築面積 延面積

庁舎本館 薬品庫

造林研究棟 消防用ポンプ格納庫

共同試料調整室 ポンプ室

隔離温室 ガラス室

渡り廊下 網 室

粗試料調整測定室 森林昆虫生理実験棟
（標本展示室を含む）

堆肥舎 昆虫網室

消防器具庫 合 計



敷地面積：7.4ha
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本誌から転載・複製する場合は，森林総合研究所四国
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